On the Transfer of the Amnesty Documents to Local Regions in the Song Dynasty by 久保田 和男
は
じ
め
に
宋
代
は
、
文
治
主
義
的
な
中
央
集
権
統
治
シ
ス
テ
ム
が
完
成
し
た
時
代
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
官
制
面
や
軍
制
の
側
面
か
ら
見
た
中
央
集
権
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
か
な
り
進
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
基
層
社
会
へ
の
命
令
情
報
な
ど
の
伝
達
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
問
題
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
論
文
集
も
上
梓
さ
れ
て
い
る
(
１)
が
、
商
業
や
知
識
人
の
問
題
を
扱
う
論
文
が
中
心
で
あ
る
。
多
数
へ
の
情
報
伝
達
と
い
う
と
念
頭
を
過
ぎ
る
の
は
、
印
刷
技
術
の
革
新
で
あ
る
。
唐
代
の
後
半
に
出
現
し
宋
代
に
普
及
し
た
木
版
印
刷
技
術
(
２)
は
、
官
文
書
に
よ
る
情
報
伝
達
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
社
会
統
合
や
地
方
行
政
に
及
ぼ
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
(
３)
。
特
に
、
南
宋
は
、
行
政
文
書
が
印
刷
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
初
め
て
成
立
し
た
政
権
で
あ
る
。
靖
康
の
変
に
は
じ
ま
る
変
動
の
な
か
で
、
印
刷
に
よ
る
情
報
伝
達
は
、
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
到
さ
れ
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
余
り
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
国
家
や
社
会
統
合
・
領
域
の
程
度
を
論
ず
る
た
め
に
は
情
報
伝
達
や
そ
の
効
率
に
つ
い
て
も
問
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
て
、
庶
民
に
至
る
ま
で
伝
達
が
必
要
と
な
る
命
令
文
書
と
し
て
赦
書
が
あ
る
。
宋
代
は
、
他
の
朝
代
に
比
較
し
て
、
赦
書
が
頻
繁
に
出
さ
れ
た
時
代
と
い
わ
れ
る
(
４)
。
三
年
毎
に
行
わ
れ
る
南
郊
儀
礼
に
際
し
て
、
大
赦
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
間
に
も
、
明
堂
・
立
儲
・
立
后
・
祥
瑞
な
ど
多
く
の
名
目
で
、
大
赦
が
行
わ
れ
て
い
る
。
沈
家
本
の
統
計
に
よ
る
と
、
二
年
に
一
度
は
、
大
赦
が
あ
っ
た
と
い
う
([
沈
一
九
八
五]
六
二
八
頁)
。
そ
れ
に
曲
赦
・
徳
音
・
録
囚
を
含
め
る
と
、
両
宋
を
通
じ
て
の
赦
の
総
数
は
六
九
四
回
に
上
る
([
郭
二
〇
〇
一]
三
七
九
頁)
。
赦
が
宋
代
に
こ
れ
ほ
ど
多
く
出
さ
れ
た
理
由
は
、
一
説
に
よ
る
と
、
宋
朝
が
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宋
朝
に
お
け
る
地
方
へ
の
赦
書
の
伝
達
に
つ
い
て
久
保
田
和
男
五
代
の
酷
政
を
批
判
し
て
成
立
し
た
政
権
で
あ
る
た
め
、｢
徳
治｣
と
い
う
方
針
が
国
初
に
成
立
し
た
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
内
憂
外
患
で
苦
し
む
宋
朝
は
、
人
民
の
支
持
を
得
る
た
め
に
、
赦
を
頻
繁
に
行
っ
た
と
も
い
う
([
范
・ 
二
〇
〇
五]
一
〇
二
頁)
。
た
と
え
ば
、
太
宗
は
、
帝
位
継
承
の
正
統
性
が
疑
わ
れ
る
君
王
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
皇
帝
は
、
一
般
的
に
は
、
対
外
的
な
成
功
に
よ
っ
て
、
自
ら
へ
の
疑
念
を
は
ら
そ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
彼
は
燕
雲
十
六
州
回
復
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ず
、
自
ら
も
負
傷
す
る
と
い
う
敗
北
を
期
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
彼
は
文
治
政
治
に
転
換
し
、｢
文
徳｣
を
持
っ
た
｢
聖
天
子｣
と
い
う
演
出
を
行
っ
た
。
か
つ
て
私
は
、
田
猟
の
停
止
と
い
う
太
宗
の
政
策
を
検
討
し
た
際
に
こ
の
よ
う
な
結
論
に
達
し
た
([
久
保
田
二
〇
〇
七])
。
赦
の
頻
繁
な
発
令
も
、
そ
の
よ
う
な
政
治
文
化
を
背
景
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
赦
宥
と
は
、
も
と
も
と
は
犯
罪
者
の
刑
罰
を
赦
免
・
減
刑
す
る
制
度
で
あ
る
が
、
宋
代
の
赦
宥
は
、
未
納
の
税
銭
を
免
税
し
た
り
、
労
役
の
負
担
を
緩
和
す
る
な
ど
、
犯
罪
者
以
外
の
一
般
の
人
民
に
も
皇
帝
の
｢
恩
恵｣
が
、
実
感
さ
れ
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
傭
兵
制
に
依
っ
て
い
る
宋
朝
は
、
禁
軍
軍
人
を
優
遇
し
治
安
の
悪
化
を
防
止
し
て
い
た
が
、
赦
宥
に
際
し
て
も
多
大
な
金
品
を
恩
賜
し
て
い
る
。
少
数
民
族
へ
の
恩
賜
、
僧
や
道
士
へ
の
度
牒
の
附
与
、
極
貧
の
民
を
軍
に
編
入
す
る
社
会
政
策
、
庶
民
を
苦
し
め
る
胥
吏
を
取
り
締
ま
る
命
令
な
ど
、
か
な
り
き
め
細
や
か
に
、
庶
民
の
生
活
を
救
済
す
る
赦
宥
が
行
わ
れ
て
い
る
([
郭
二
〇
〇
一]
三
八
〇
〜
四
頁)
。
ま
さ
し
く
、
赦
は
、
皇
帝
の
｢
徳
治｣
の
ア
ピ
ー
ル
な
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
首
都
開
封
で
は
、
一
月
一
六
日
、
宮
城
正
門
前
に
、｢
民
と
と
も
に
楽
し
む｣
と
い
う
看
板
が
立
て
ら
れ
、
皇
帝
自
身
が
臨
席
す
る
上
元
観
灯
の
行
事
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
と
き
に
、
皇
帝
自
ら
の
裁
定
と
い
う
｢
演
出｣
に
よ
り
数
人
の
既
決
囚
が
赦
免
さ
れ
た
こ
と
は
、
『
東
京
夢
華
録』
卷
六
、
十
六
日
(
台
北 
世
界
書
局
、
一
九
九
九
、
二
六
五
頁)
の
伝
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
地
方
に
お
い
て
は
、
直
接
的
に
皇
帝
の
身
体
を
感
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
赦
文
の
伝
達
と
施
行
は
、
普
段
不
可
視
な
皇
帝
や
国
家
の
存
在
を
地
方
の
庶
民
に
意
識
さ
せ
る
た
め
に
も
効
果
が
あ
る
こ
と
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
宋
朝
の
赦
宥
は
、
単
に
犯
罪
者
に
宥
免
を
与
え
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
広
範
な
支
配
下
の
人
民
へ
の
政
治
的
な
ア
ピ
ー
ル
と
も
言
え
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
皇
帝
を
中
心
と
す
る
統
治
機
関
が
｢
徳
性｣
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
よ
っ
て
、
支
配
の
正
当
性
を
人
民
に
納
得
さ
せ
る
重
要
な
政
治
的
演
出
で
あ
る
。
本
稿
は
、
広
報
・
周
知
の
方
法
を
検
討
し
、
赦
と
い
う
政
治
行
為
が
地
方
基
層
社
会
に
至
る
ま
で
ど
の
よ
う
に
伝
達
さ
れ
た
の
か
を
検
討
す
る
。
そ
れ
は
、
境
域
空
間
を
宋
朝
が
い
か
に
つ
く
っ
た
の
か
、
そ
の
方
法
と
構
造
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。(
本
稿
で
頻
出
す
る
李 
 『
続
資
治
通
鑑
長
編』
、
北
京 
中
華
書
局
、
一
九
九
二
は
『
長
編』
、
徐
松 『
宋
会
要
輯
稿』
、
北
京 
中
華
書
局
、
一
九
五
七
は『
宋
会
要』
、
闕
名 『
慶
元
條
法
事
類』
、
台
北 
新
文
豊
出
版
、
一
九
七
六
は
『
条
法
事
類』
と
略
称
す
る
。)
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一
、
赦
書
の
｢
天
下｣
へ
の
伝
達
｢
天
下
に
大
赦｣
と
史
書
に
は
記
さ
れ
る
。
大
赦
の
対
象
は
、｢
天
下｣
な
の
で
あ
る
。｢
天
下｣
に
は
、
そ
の
範
囲
が
無
限
か
有
限
か
と
い
う
領
域
性
の
問
題
が
存
在
す
る
(
５)
。
赦
書
の
伝
達
さ
れ
る
範
囲
が
天
下
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
の
有
効
範
囲
は
限
定
的
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
、
｢
天
下｣
問
題
に
ひ
と
つ
の
参
照
項
と
な
る
問
題
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
首
都
か
ら
地
方
(
州
県)
へ
の
伝
達
の
仕
組
み
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ａ
、
中
央
よ
り
地
方
官
司
へ
の
伝
達
赦
書
は
、
首
都
よ
り
詔
勅
と
し
て
発
出
さ
れ
、
各
地
方
に
伝
達
さ
れ
た
。
そ
れ
に
は
大
量
の
赦
書
が
必
要
と
な
る
。
宋
初
は
、
原
本
を
刑
部
で
筆
写
に
よ
り
複
製
し
て
い
た
。
筆
写
か
ら
印
刷
に
代
わ
っ
た
の
は
、
仁
宗
天
聖
二
年
(
一
〇
二
四)
の
こ
と
で
あ
る
。『
長
編』
巻
一
〇
二
、
天
聖
二
年
一
〇
月
辛
巳
、
二
三
六
八
頁
に
は
、
詔
す
ら
く
は
、
い
ま
よ
り
、
赦
書
は
刑
部
を
し
て
、 
印
し
て
頒
行
せ
よ
、
と
。
時
に
判
部
燕
粛
言
く
、
旧
制
、
書
吏
を
集
め
て
分
録
す
。
字
の
舛
誤
す
る
こ
と
多
く
、
四
方
覆
奏
し
、
或
い
は
稽
違
を
い
た
す
。
因
り
て
鏤
版
し
て
宣
布
せ
ん
と
請
う
、
と
。
或
ひ
と
曰
く
、
版
本
は
一
つ
誤
れ
ば
則
ち
誤
り
益
ま
す
甚
し
、
と
。
王
曽
曰
く
、
一
字
を
し
て
誤
り
あ
ら
し
む
な
か
れ
ば
、
可
な
り
、
と
。
遂
に
法
に
著
す
。
(
原
注)
王
子
融
云
う
、
寇 
公
嘗
て
、
赦
書
を
模
印
し
以
っ
て
四
方
に
頒
せ
ん
と
議
す
。
衆
、
不
可
と
し
止
む
。
そ
の
後
、
四
方
、
赦
書
の
字
の
誤
り
を
覆
奏
す
。
王
沂
公
、
始
め
て
寇
の
議
を
用
い
、
刑
部
を
し
て
雕
字
人
を
鎖
宿
し
、
模
印
宣
布
せ
し
め
ん
と
し
、
こ
れ
に
因
る
。
日
官
も
亦
た
、
歴
日
を
模
印
す
る
を
乞
う
。
旧
制
、
歳
ご
と
に
書
写
を
募
る
の
費
は
三
百
千
な
り
。
今
、
模
印
は
止
だ
三
十
千
。
或
ひ
と
曰
く
、
一
本
誤
れ
ば
、
則
ち
千
百
本
誤
れ
り
、
と
。
沂
公
曰
く
、
一
字
を
し
て
誤
り
あ
る
な
か
ら
し
め
れ
ば
可
な
り
と
。
こ
れ
よ
り
、
遂
に
令
に
著
す
(
６)
。
と
あ
る
。
旧
来
、
赦
書
の
発
布
の
時
、｢
書
吏｣
を
集
め
て
書
き
写
さ
せ
て
い
た
が
、
誤
り
が
多
く
、
地
方
よ
り
問
い
合
わ
せ
な
ど
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
あ
る
場
合
は
、
時
期
を
逸
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
弊
害
を
避
け
る
た
め
、
印
刷
し
て
発
布
す
る
制
度
が
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。『
長
編』
の
原
注
に
よ
る
と
、
書
写
人
を
集
め
る
費
用
は
、
年
ご
と
に
三
〇
〇
緡
だ
っ
た
が
、
印
刷
す
る
こ
と
に
よ
り
、
三
〇
緡
と
な
り
、
一
〇
分
の
一
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
書
籍
の
場
合
と
同
様
の
割
合
で
あ
り
注
目
さ
れ
る
(
７)
。
し
か
し
、
こ
の
制
度
改
正
の
際
に
、
王
曾
が
問
題
と
し
た
の
は
、
費
用
の
節
約
で
は
な
く
、
書
写
の
誤
り
に
よ
る
刑
罰
減
免
処
理
の
遅
滞
・
錯
誤
を
避
け
る
こ
と
で
あ
る
。
｢
赦｣
と
は
、
庶
民
に
と
っ
て
最
も
身
近
に
国
家
権
力
が
感
覚
さ
れ
る
出
来
事
で
あ
る
。
遅
滞
や
誤
り
が
あ
っ
て
は
、
国
家
の
体
面
に
関
わ
る
。
印
刷
技
術
は
、
行
政
活
動
を
正
確
に
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
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る
。尚
書
刑
部
で
印
刷
さ
れ
た
赦
書
は
、
地
方
に
伝
達
さ
れ
る
。『
条
法
事
類』
巻
一
六
文
書
門
、
赦
降
、
二
二
九
頁
に
よ
る
と
、
お
よ
そ
、
赦
降
は
、
馬
遞
に
い
れ
よ
。
日
行
五
佰
里
(
８)
。
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、 
進
奏
院
よ
り
、
馬
遞
に
入
れ
ら
れ
、
全
国
、
あ
る
い
は
該
当
地
域
に
逓
送
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
一
般
の
馬
遞
の
速
度
は
、
日
行
三
〇
〇
里
で
あ
り
、
常
程
文
書
は
歩
遞
で
日
行
二
〇
〇
里
で
あ
る
([
曹
二
〇
〇
二]
一
一
〇
頁)
。
と
こ
ろ
で
、
刑
部
で
木
版
印
刷
を
用
い
て
複
写
さ
れ
た
赦
書
は
、
馬
遞
に
よ
っ
て
、
ど
の
ラ
ン
ク
の
地
方
官
司
ま
で
届
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
伝
達
さ
れ
る
べ
き
地
方
官
司
の
数
に
依
っ
て
複
写
数
(
印
刷
数)
が
算
定
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
に
当
た
り
最
初
に
取
り
上
げ
る
の
が
、
宋 (
九
九
八
〜
一
〇
六
一)
の
上
表
で
あ
る
。
臣
某
言
わ
く
、
今
月
日
、
馬
遞
も
て
勅
書
一
道
到
る
。
南
郊
礼
畢
る
を
以
っ
て
、
天
下
に
大
赦
す
。
臣
は
当
時
、
本
州
官
吏
軍
民
を
集
め
て
宣
読
す
。
并
び
に
管
内
の 
県
寨
に
下
し
、
施
行
し
訖
る
。
…
(
９)
こ
の
赦
書
は
南
郊
に
際
し
て
の
大
赦
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
宋
朝
の
版
図
の
す
べ
て
に
関
わ
る
内
容
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
史
料
を
著
し
た
知
州
宋 
は
一
道
の
赦
書
を
受
領
し
て
い
る
の
で
、
全
国
の
州
に
一
通
ず
つ
の
赦
書
が
配
布
さ
れ
た
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
刑
部
は
、
州
の
数
分
を
複
写
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
北
宋
宣
和
年
間
の
地
方
行
政
区
画
を
参
考
ま
で
に
挙
げ
る
と
、
一
九
路
、
三
八
府
、
二
三
四
州
、
五
一
軍
、
監
四
、
県
一
二
〇
三
で
あ
る
( )
。
県
よ
り
も
上
級
の
官
府
は
、
合
計
三
四
六
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
提
点
刑
獄
な
ど
路
官
に
も
配
布
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
三
五
〇
を
上
回
る
部
数
が
複
写
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
数
字
は
、
多
数
の
書
写
人
を
動
員
す
れ
ば
筆
写
に
よ
っ
て
も
短
時
間
で
複
製
可
能
な
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
最
初
は
大
量
情
報
伝
達
が
目
的
で
は
な
く
、
印
刷
技
術
の
導
入
は
、
誤
写
に
よ
る
不
正
確
な
命
令
伝
達
を
防
止
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
ｂ
、
州
か
ら
県
・
鎮
・
寨
へ
宋 
は
、
州
に
お
い
て
赦
文
を
｢
宣
読｣
し
た
後
、
直
ち
に
管
下
の
県
・
寨
に
｢
下｣
し
て
い
る
。
こ
の
｢
下｣
と
は
、
ど
の
よ
う
な
手
続
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
こ
の
南
郊
赦
書
は
、｢
天
下｣
に
対
し
て
発
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
と
あ
る
地
方
だ
け
に
適
用
さ
れ
る
曲
赦
・
徳
音
も
あ
る
。
ま
た
、
軍
人
や
僧
道
な
ど
一
部
の
階
級
に
対
す
る
特
殊
な
恩
恵
も
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
伝
達
に
当
た
っ
て
、
特
に
次
の
よ
う
な
規
定
も
み
ら
れ
る
。
 
そ
赦
降
を
被
受
す
る
に
、
応
に
謄
報
す
べ
く
し
て
謄
報
せ
ざ
る
も
の
は
、
徒
弐
年
。
即
ち
応
に
謄
報
す
べ
か
ら
ず
し
て
謄
報
す
、
若
し
く
は
脱
誤
し
て
害
あ
る
者
は
、
お
の
お
の
参
等
を
減
ず
( )
。
こ
の
｢
謄
報｣
と
い
う
作
業
は
、
地
方
官
司
で
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
上
級
官
司
よ
り
、
赦
降
を
受
け
取
る
。
そ
れ
を
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｢
謄｣
し
｢
報｣
じ
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
赦
書
の
適
用
範
囲
な
ど
に
基
づ
き
、
地
方
官
が
判
断
す
る
。｢
謄｣
は
、
書
き
写
す
作
業
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、『
景
文
集』
の
先
引
部
分
で
は
、
州
が
｢
謄｣
し
て
、
管
内
の
県
・
寨
に
｢
報｣
(
伝
達)
さ
れ
た
と
解
釈
で
き
る
。
複
写
作
業
の
期
間
に
つ
い
て
の
規
定
は
、
制
勅
一
般
に
つ
い
て
は
『
条
法
事
類』
巻
一
六
、
程
限
、
二
三
七
頁
に
見
ら
れ
、
赦
書
も
こ
の
規
定
で
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ｃ
、
赦
書
の
｢
出
迎｣
黄
震 『
黄
氏
日
抄』
巻
七
八
｢
逐 
源
注
疏
人
出
界
榜｣
(『
文
淵
閣
四
庫
全
書』
、
台
北 
商
務
印
書
館
、
一
九
八
六)
に
は
、
当
職
、
昨
日
、
詔
書
を
出
迎
す
る
の
と
き
、
文
昌
橋
の
上
に
て 
源 
注
疏
印
榜
を
帖
る
を
見
ゆ
。
此
れ
必
ず
師
巫 
祝
の
徒
こ
こ
に
来
た
り
て
、
吾
民
を  
脅
す
る
あ
ら
ん
。
…
( )
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
知
撫
州
で
あ
っ
た
黄
震
が
、
詔
書
を
出
迎
え
た
際
に
、
新
興
宗
教
の
宣
伝
文
が
張
り
出
さ
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
、
取
り
締
ま
り
を
宣
言
し
た
榜
文
で
あ
る
。
文
昌
橋
は
、
撫
州
東
門
外
の
橋
( )
で
あ
り
、
黄
震
は
州
城
の
城
門
外
で
詔
書
の
伝
達
を
出
迎
え
た
の
で
あ
る
。
勅
書
な
ど
の
｢
出
迎｣
が
、
地
方
官
に
と
っ
て
重
要
な
職
務
だ
っ
た
こ
と
は
、
つ
ぎ
の
史
料
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
。
八
月
二
日
。
劉
法
、
熙
河
蘭
湟
路
経
略
安
撫
使
を
罷
む
。
転
運
使
許
天
啓
、
両
官
を
降
し
差
遣
は
旧
に
依
る
。
通
判
劉
師
民
、
両
官
を
降
し
衝
替
す
。
大
楽
を
頒
し
以
っ
て
、
熙
州
に
至
る
。
法
、
出
迎
せ
ず
。
継
ぎ
て
州
学
に
安
頓
す
。
法
・
天
啓
・
師
民
始
め
て
同
に
州
学
に
来
た
り
て
看
る
。
故
に
并
び
に
こ
れ
に
坐
す
( )
。
崇
寧
四
年
(
一
一
〇
五)
、『
大
晟
楽』
の
頒
布
に
対
し
て
、｢
出
迎｣
を
怠
っ
た
地
方
官
た
ち
が
、
厳
し
い
罰
を
受
け
て
い
る
。
特
に
こ
の
大
楽
の
頒
布
は
、
徽
宗
政
府
特
有
の
権
威
を
演
出
す
る
政
策
の
一
環
で
あ
る
。｢
出
迎｣
儀
礼
を
怠
っ
た
と
す
る
と
、
権
威
を
演
出
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
の
厳
罰
で
あ
ろ
う
。
赦
書
を
知
州
が
｢
出
迎｣
し
た
直
接
の
史
料
は
、
管
見
の
限
り
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
知
県
に
つ
い
て
は
次
の
史
料
が
検
出
で
き
た
。
時
に
ま
た
徐
端
益
あ
り
。
字
は
彦
思
、 
州
の
人
な
り
。
宿
州
虹
県
武
尉
と
為
る
。(
張)
邦
昌
の
赦
書
、
邑
に
至
る
。
邑
令
以
下
、
迎
拝
し
て
宣
読
す
る
こ
と
、
常
儀
の
如
し
。
端
益
、
膝
を
屈
せ
ず
し
て
走
る
( )
。
と
あ
る
。
張
邦
昌
政
府
(
楚)
が
発
し
た
赦
書
に
対
し
て
、
宿
州
虹
県
で
｢
常
儀｣
の
よ
う
に
、
迎
拝
と
｢
宣
読｣
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
県
尉
は
従
わ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
後
に
南
宋
政
府
は
、
彼
を
表
彰
の
対
象
と
し
て
い
る
。
同
じ
事
件
は
、『
宋
史』
巻
三
七
七
、
向
子 
伝
(
北
京 
中
華
書
局
、
一
九
八
五
、
一
一
六
四
二
頁)
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
｢
常
式｣
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
｢
常
儀｣
｢
常
式｣
と
は
、
宋
朝
の
制
度
と
な
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
県
で
は
赦
書
の
｢
迎
拜
宣
読｣
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
州
で
も
そ
れ
に
先
ん
じ
て
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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『
条
法
事
類』
巻
一
六
、
赦
降
、
二
二
九
頁
に
は
、
お
よ
そ
、
赦
降
、
程
を
計
り
て
参
日
を
過
ぎ
る
に
、
未
だ
到
ら
ざ
る
者
は
、
比
州
に
牒
し
、
即
時
謄
写
し
官
に
委
ね
て
校
勘
せ
し
め
、
お
わ
ら
ば
、
州
に
報
ず
。
報
を
得
れ
ば
、
赦
に
准
じ
降
し
行
せ
( )
。
と
い
う
規
定
も
あ
る
。
赦
文
が
来
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
日
時
よ
り
三
日
を
過
ぎ
て
も
到
着
し
な
い
場
合
は
、｢
比
ち
か
く
の
州｣
に
連
絡
し
て
、
す
ぐ
に
複
写
し
て
送
っ
て
も
ら
う
、
そ
れ
を
赦
書
と
見
な
し
て
、
実
施
せ
よ
、
と
い
う
規
定
で
あ
る
。
こ
の
規
定
か
ら
、
赦
書
の
到
着
は
事
前
に
州
に
予
告
さ
れ
て
い
た
事
が
分
か
る
( )
。
だ
か
ら
、
各
州
の
知
事
は
、
赦
書
の
到
着
を
待
ち
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
｢
出
迎｣
と
｢
宣
読｣
の
関
係
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
が
、『
長
編』
巻
三
七
九
、
元
祐
元
年
(
一
〇
八
六)
六
月
甲
午
、
九
二
〇
七
頁
に
付
録
さ
れ
て
い
る
王
覿
の
上
奏
中
に
、
凡
そ
州
郡
、
赦
書
初
め
て
到
の
日
、
官
吏
軍
民
を
集
め
て
こ
れ
を
宣
読
す
。
聖
恩
深
厚
に
し
て
、
孰
ぞ
咨カン
嗟シン
せ
ざ
ら
ん
。
四
夷
伝
聞
す
れ
ば
、
当
に
亦
た
感
泣
す
べ
し
( )
。
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
、｢
出
迎｣
を
し
た
日
に
、｢
宣
読｣
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ｄ
、
赦
書
の
｢
宣
読｣
に
つ
い
て
次
に
、｢
宣
読｣
に
焦
点
を
絞
り
、
一
般
庶
民
へ
の
情
報
伝
達
の
機
能
と
い
う
側
面
か
ら
考
察
を
深
め
て
ゆ
き
た
い
。
蘇
頌 『
蘇
魏
公
文
集』
巻
四
五
｢
謝
英
宗
皇
帝
即
位
大
赦｣
(『
四
庫
全
書』)
と
い
う
上
奏
文
に
は
、
臣
某
言
、
伏
奉
四
月
二
日
制
書
、
可
大
赦
天
下
常
赦
不
原
者
、
咸
赦
除
之
。
臣
即
時
、
集
本
州
官
・
吏
・
軍
・
民
、
宣
読
告
諭
、
施
行
訖
者
。
…
と
あ
り
、
曾
鞏 『
曾
鞏
集』
巻
二
七
、｢
賀
煕
寧
十
年
南
郊
礼
畢
大
赦
表｣
(
中
華
書
局
、
一
九
八
四)
四
一
八
頁
に
は
、
今
日
初
七
日
、
遞
到
赦
書
一
道
、
以
十
一
月
二
十
七
日
南
郊
礼
畢
、
大
赦
天
下
者
。
臣
已
集
軍
府
官
・
吏
・
将
校
・
軍
・
民
等
、
宣
読
訖
。
…
と
あ
る
。
両
方
と
も
、
大
赦
の
赦
書
に
対
す
る
返
礼
の
上
表
文
の
冒
頭
で
あ
る
。
と
も
に
、
知
州
で
あ
る
筆
者
が
、
到
着
し
た
後
、
州
の
官
吏
・
軍
人
・
民
衆
を
集
め
て
、
赦
文
を
｢
宣
読｣
し
た
こ
と
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。｢
宣
読｣
と
は
、
赦
文
を
朗
々
と
読
み
上
げ
て
、
参
会
す
る
も
の
に
聞
か
せ
る
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
｢
宣
読｣
に
動
員
さ
れ
る
人
々
と
し
て
、
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
官
僚
・
吏
人
・
将
校
・
兵
士
・
民
衆
で
あ
る
が
、
別
の
史
料
で
は
、
仏
僧
・
道
士
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
( )
。
こ
れ
は
、
冒
頭
に
の
べ
た
よ
う
に
宋
代
の
赦
書
に
は
、
犯
罪
者
の
赦
免
だ
け
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
人
々
に
関
係
す
る
徳
政
事
項
が
書
き
込
ま
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
提
示
し
た
｢
宣
読｣
に
関
す
る
史
料
は
、
あ
く
ま
で
も
書
面
上
の
決
ま
り
文
句
の
よ
う
で
も
あ
り
、
文
字
通
り
｢
宣
読｣
が
行
わ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
疑
念
を
持
た
れ
る
向
き
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、『
哲
宗
正
史
職
官
志』
に
は
、
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諸
そ
州
府
は
知
州
事
一
人
を
置
く
。
州
軍
監
も
亦
た
か
く
の
ご
と
し
。
郡
務
を
総
領
し
詔
条
を
宣
布
し
、
以
っ
て
教
化
し
民
を
善
に
導
き
、
し
か
し
て
刑
罰
を
以
っ
て
そ
の
奸
慝
を
糾
す
を
掌
る
。
…
凡
そ
法
令
条
制
は
、
先
に
意
義
を
詳
ら
か
に
し
籍
に
注
し
所
属
に
行
下
す
。
赦
宥
有
ら
ば
、
則
ち
官
吏
を
率
い
て
宣
読
し
て
、
治
境
に
班
告
し
祀
典
を
挙
行
す
。
( )
と
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
赦
宥
が
あ
っ
た
と
き
、
官
吏
を
率
い
て
｢
宣
読｣
し
、
そ
の
う
え
で
州
の
領
域
に
｢
班
告｣
(
周
知)
し
、
儀
典
を
挙
行
す
る
こ
と
が
、
知
州
の
統
治
行
為
の
一
つ
と
し
て
特
記
さ
れ
て
い
る
。
『
長
編』
卷
五
〇
四
、
元
符
元
年
一
二
月
乙
亥
、
一
二
〇
〇
三
頁
に
は
、｢
詔
、
自
今
、
宣
赦
書
徳
音
、
輪
小
両
省
官
一
員
、
往
宣
読
処
、
指
摘
句
読
。｣
と
あ
る
。｢
宣
読｣
に
際
し
、
正
し
い
句
読
を
指
導
す
る
要
員
を
派
遣
す
る
と
い
う
処
置
が
取
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
中
央
政
府
は
、
句
読
の
あ
や
ま
り
が
あ
る
場
合
、
命
令
情
報
が
誤
っ
て
伝
達
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、｢
宣
読｣
に
よ
っ
て
、
赦
書
内
容
を
知
る
人
々
が
多
か
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。｢
宣
読｣
儀
式
に
集
ま
っ
た
人
々
は
、
赦
書
の
内
容
を
必
死
に
聞
き
取
ろ
う
と
し
た
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
自
分
に
と
っ
て
有
利
な
項
目
が
発
表
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
程
倶 『
北
山
小
集』
巻
三
五
、｢
呉
江
県
申
乞
准
赦
放
秋
苗
議
状｣
(『
四
部
叢
刊
続
編』
、
台
北 
商
務
印
書
館
、
一
九
六
六)
に
は
、
某
そ
れ
が
し
伏
し
て
見
ゆ
、
聖
主
、
初
め
て
宝
位
に
臨
み
、
恵
沢
を
天
下
に
布
す
を
思
う
。
故
に
赦
文
の
内
に
は
、
応
に
干もと
む
る
べ
き
の
積
欠
も
て
、
並み
な 
放
を
お
こ
な
い
、
去
年
に
い
た
る
の
秋
苗
を
以
っ
て
、
亦
た
放
免
を
行
う
。
宣
赦
の
日
、
百
姓
こ
れ
を
聞
き
、
皆
な
稽
首
し  ヨ
ロ
コ
ビ
を
感
ず
。 
頌
ウ
レ
シ
サ
ヲ
ウ
タ
ウ
の
聲
、
一
口
に
出
ず
る
が
如
し
。
尋
い
で
已
に
翻
黄
張
掛
し
、
郷
村
に
行
下
し
、
人 
に
曉
示
す
る
に
及
ぶ
。
…
( )
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
即
位
の
大
赦
を
県
が
受
信
し
た
時
点
の
様
子
を
描
写
す
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
赦
書
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
未
納
税
な
ど
を
免
除
す
る
こ
と
が
書
か
れ
て
あ
っ
た
た
め
、｢
宣
読｣
を
聞
い
て
い
た
｢
百
姓｣
は
、
非
常
に
喜
び
一
斉
に
感
嘆
の
声
を
発
し
た
と
い
う
。
｢
宣
読｣
に
よ
っ
て
、
内
容
を
理
解
し
得
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
言
説
で
あ
る
( )
。
ｅ
、
靖
康
の
変
と
赦
書
宋
朝
の
境
域
が
半
減
し
た
、
靖
康
の
変
前
後
、
赦
書
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
徐
夢  『
三
朝
北
盟
会
編』
巻
一
〇
四
、
建
炎
元
年
(
一
一
二
七)
五
月
一
七
日
(
上
海 
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
、
七
六
三
頁)
に
は
、金
人
、
河
中
府
を
陥
し
、
知
軍
府
事 
仲
連
、
殺
さ
る
。
十
七
日
丙
午
、
天
章
閣
待
制
知
同
州
、
唐
重
上
書
す
ら
く
、
臣
、
今
月
十
七
日
に
お
い
て
、
恭
ん
で
初
一
日
の
皇
帝
宝
位
に
登
る
の
赦
書
を
捧
じ
、
闕
を
望
み
宣
読
す
る
に
、
人
人
、
感
慨
流
涕
す
。
国コク
歩ウン
多
艱
の
際
に
当
た
り
、
忽
ち
に
し
て
詔
音
を
聞
く
。
神
器
テ
イ
イ
を
― 31 ―
定
む
る
を
以
て
、
宗 
社
稷
は
祭
祀
を
欠
か
さ
ず
、
四
海
生
霊
は
旧
戴
(
載トシ)
を
忘
れ
ざ
れ
ば
、
誠
に
千
万
世
の
幸
な
ら
ん
。
累
日
祗
だ
誦
し
て
詞
旨
を
細
繹
す
。
…
( )
と
あ
る
。
隣
の
州
(
河
中
府)
が
金
に
攻
略
さ
れ
知
府
が
殺
さ
れ
た
と
い
う
非
常
事
態
の
な
か
で
同
州
知
事
が
奉
っ
た
上
奏
で
あ
る
。
到
着
し
た
新
皇
帝
(
高
宗)
即
位
の
赦
書
を
｢
人
人｣
の
前
で
｢
宣
読｣
し
て
い
る
。
こ
の
儀
礼
に
よ
っ
て
｢
人
人｣
は
｢
感
慨
流
涕｣
し
、
再
建
さ
れ
た
宋
朝
政
府
と
の
結
合
を
再
確
認
し
た
、
と
い
う
言
説
で
あ
る
。
実
に
南
宋
政
権
と
は
、
木
版
印
刷
技
術
が
普
及
し
て
初
め
て
の
新
政
権
で
あ
る
。
先
に
示
し
た
よ
う
に
赦
書
は
、
鏤
版
に
よ
っ
て
大
量
印
刷
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。
南
宋
政
権
の
成
立
と
維
持
に
は
、
情
報
伝
達
に
於
け
る
印
刷
技
術
の
効
率
性
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
赦
書
だ
け
で
は
な
く
、
邸
報
の
伝
達
な
ど
に
も
応
用
さ
れ
て
用
い
ら
れ
て
い
た
([
久
保
田
二
〇
〇
九])
。
情
報
伝
達
機
関
と
し
て
宋
初
に
設
け
ら
れ
た
都
進
奏
院
は
、
高
宗
政
権
の
南
下
と
と
も
に
移
動
し
て
い
る
( )
。
赦
文
な
ど
の
伝
達
は
、
地
方
の
人
々
に
と
っ
て
、
中
央
政
権
の
健
在
を
つ
た
え
る
ニ
ュ
ー
ス
の
機
能
を
果
た
し
た
。(
た
と
え
ば
、
李
綱
は
、
勤
王
軍
を
率
い
て
救
援
に
赴
く
途
上
、
元
帥
府
檄
文
を
得
て
、
開
封
陥
落
と
徽
宗
欽
宗
の
捕
囚
を
知
っ
た
。
ま
も
な
く
高
宗
即
位
の
赦
書
を
見
る
。
そ
こ
で
、｢
悲
喜
交
集｣
と
い
う
感
情
を
抱
い
た
と
い
う
( )
。
そ
の
後
行
在
に
合
流
す
る
。)
金
に
抑
留
さ
れ
て
い
た
徽
宗
の
許
に
も
、
同
年
六
月
に
な
っ
て
こ
の
赦
文
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
徽
宗
達
は
大
変
感
激
し
た
。
燕
山
に
伝
来
し
た
も
の
を
斡
離
不
(
完
顔
宗
望)
が
見
せ
た
の
で
あ
る
( )
。
し
か
し
、
こ
の
情
報
は
金
朝
領
域
で
は
極
秘
扱
い
さ
れ
た
。
翌
年
三
月
頃
、
金
に
あ
っ
た
宋
人
が
米
を
購
入
し
た
と
こ
ろ
、
包
み
紙
に
使
わ
れ
て
い
た
の
が
、
こ
の
赦
書
の
全
文
で
あ
っ
た
と
い
う
( )
。
鏤
版
(
印
刷)
に
よ
っ
て
大
量
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
購
入
し
た
抑
留
宋
人
は
、
死
罪
を
免
じ
ら
れ
、
杖
七
十
と
な
っ
て
い
る
。
金
朝
に
と
っ
て
、
そ
の
種
の
情
報
伝
達
は
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
赦
文
は
、
宋
朝
の
健
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
力
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
伝
達
さ
れ
る
範
囲
は
南
宋
に
お
け
る
｢
天
下｣
(
支
配
領
域)
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
赦
書
が
伝
達
さ
れ
る
範
囲
と
い
う
意
味
で
は
、
有
限
説
が
有
効
で
あ
る
。
大
赦
が
有
効
な
領
域
と
い
う
意
味
で
｢
天
下｣
と
は
宋
朝
の
支
配
領
域
を
示
し
て
い
る
。｢
天
下｣
の
境
界
は
、
北
宋
か
ら
南
宋
に
か
け
て
半
減
し
た
と
い
え
よ
う
。
戦
乱
の
な
か
で
は
、｢
天
下｣
に
も
、
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
が
存
在
す
る
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
は
双
方
の
赦
書
が
交
錯
し
た
。『
建
炎
以
来
繋
年
要
録』
巻
一
三
二
、
紹
興
九
年
九
月
辛
卯
(
北
京 
中
華
書
局
、
一
九
八
八
、
二
一
二
〇
頁)
に
は
、
…
書
し
て
言
う
、
昨
頒
降
の
新
復
河
南
詔
書
を
、
張
中
孚
等
、
初
め
曽ふか
く
拝
さ
ず
。
却
っ
て
金
国
詔
書
を
も
っ
て
宣
読
す
。
百
姓
、
詔
書
上
に
本
朝
の 
諱
・
御
名
が
あ
る
を
見
て
、
皆
な
聞
く
に
忍
び
ず
( )
。
と
あ
る
。
紹
興
九
年
に
は
、
第
一
次
宋
金
和
議
が
結
ば
れ
、
河
南
・
陝
西
は
、
一
旦
宋
朝
に
返
還
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
時
の
陝
西
地
方
の
あ
る
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州
の
状
況
で
あ
る
。
金
と
南
宋
双
方
の
命
令
文
書
が
到
着
し
た
と
き
、
先
に
金
に
下
っ
た
武
将
の
張
中
孚
等
は
再
び
宋
に
帰
属
し
て
い
た
が
、
実
際
に
は
、
宋
の
詔
書
に
対
し
き
ち
ん
と
｢
迎
拝｣
せ
ず
、
か
え
っ
て
金
の
も
の
を
｢
宣
読｣
し
た
。
金
の
詔
書
中
に
は
宋
朝
の 
諱
・
御
名
が
あ
り
、｢
百
姓｣
た
ち
は
、
聞
く
に
忍
び
な
か
っ
た
と
い
う
。
境
界
地
帯
の
不
安
定
な
状
況
が
、
命
令
文
書
に
対
す
る
地
方
官
や
庶
民
の
姿
勢
か
ら
印
象
づ
け
ら
れ
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
論
点
は
、
赦
書
が
伝
達
さ
れ
る
人
々
か
ら
感
じ
ら
れ
る
境
域
意
識
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
｢ 
諱
・
御
名｣
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
文
書
に
接
し
、
そ
れ
に
奇
異
に
感
じ
る
人
と
、
感
じ
な
い
人
と
の
両
者
が
混
在
し
て
い
る
た
め
、
境
域
と
し
て
は
ダ
ー
ク
ゾ
ー
ン
な
の
で
あ
る
。
換
言
す
る
と
、｢ 
諱
・
御
名｣
が
通
用
す
る
範
囲
が
境
域
と
し
て
の
｢
天
下｣
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
｢
天
下｣
は
、
社
会
的
に
形
成
さ
れ
た
有
限
な
空
間
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
本
節
で
伝
達
を
検
討
し
た
の
は
、
州
県
城
な
ど
の
地
方
都
市
空
間
の
み
で
あ
る
。
郷
村
へ
の
伝
達
に
つ
い
て
は
次
節
で
論
じ
た
い
。
二
、
掲
示
に
よ
る
郷
村
へ
の
赦
書
内
容
の
伝
達
｢
宣
読｣
儀
礼
は
、
州
県
な
ど
の
地
方
都
市
の
住
民
が
参
加
す
る
行
事
で
あ
る
。
当
時
は
、
郷
村
人
口
が
圧
倒
的
に
多
数
で
あ
る
。
先
ほ
ど
検
討
し
た
『
北
山
小
集』
で
は
、
県
で
｢
宣
読｣
が
行
わ
れ
た
後
の
処
理
を
｢
尋
已
翻
黄
張
掛
、
及
行
下
郷
村
、
曉
示
人 
｣
と
記
述
し
て
い
る
。
本
節
で
は
、
ま
さ
に
こ
の
｢
翻
黄
張
掛｣
と
い
う
省
略
形
で
し
め
さ
れ
て
い
る
文
書
事
務
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
県
か
ら
ど
の
よ
う
に
郷
村
人
戸
へ
赦
書
内
容
が
通
知
さ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
ａ
、｢
翻
黄｣
に
つ
い
て
｢
翻
黄｣
に
つ
い
て
、
趙
昇 『
朝
野
類
要』
巻
四
、
北
京 
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
、
八
四
頁
に
は
、
監
司
・
州
郡
、
備 
赦
文
、
而
行
下
所
部
也
。
自
慶
元
末
、
諸
縣
亦
降 
赦
、
蓋
從
臣
寮
請
也
。
と
あ
る
。
監
司
や
州
府
が
、
赦
文
を
管
轄
範
囲
に
行
下
す
る
こ
と
を
い
う
よ
う
で
あ
る
。
実
際
に
ど
の
よ
う
な
処
理
を
す
る
の
か
は
、
判
然
と
し
な
い
。
具
体
的
に
は
、『
条
法
事
類』
巻
一
六
、
赦
降
、
二
二
九
頁
に
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
お
よ
そ
赦
降
を
被
受
し
、
ま
さ
に
謄
報
す
べ
き
者
は
、
謄
訖
ら
ば
、
当
職
官
に
校
読
さ
せ
よ
。
な
お
頒
降
と
被
受
の
月
日
を
具
し
て
行
下
せ
よ
。
民
間
に
通
知
す
る
者
は
、
所
属
の
監
司
は
、
印
給
し
、
要
会
の
処
に 
せ
。
そ
れ
赦
書
・
徳
音
は
、
州
は
、
黄
紙
を
も
っ
て
県
鎮
寨
郷
村
に
印
給
し
曉
示
せ
し
め
よ
。
外
界
の
宜
し
く
聞
く
べ
き
所
に
あ
ら
ず
、
し
か
し
て
縁
辺
に
在
る
者
は
、
並
び
に
密
か
に
行
下
せ
よ
( )
。
赦
書
を
受
け
た
官
庁
に
お
け
る
｢
謄｣
、
す
な
わ
ち
複
写
作
業
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
赦
降
の
な
か
で
も
｢
民
間｣
に
通
知
す
べ
き
も
の
は
、
監
司
が
｢
印
給｣
し
て
、
要
会
の
処
に
｢ ｣
す
る
。
赦
書
・
徳
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音
は
、
州
が
県
・
鎮
・
寨
・
郷
村
に
｢
黄
紙｣
を
用
い
て
｢
印
給｣
す
る
、
と
規
定
し
て
い
る
。
監
司
と
州
が
併
置
さ
れ
て
お
り
、
州
県
の
ル
ー
ト
以
外
に
、
監
司
を
経
由
す
る
伝
達
ル
ー
ト
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
間
の
関
係
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
印
給
と
い
う
作
業
が
や
や
わ
か
り
に
く
い
。
た
と
え
ば
、
『
長
編』
巻
四
八
二
、
元
祐
八
年
三
月
庚
子
、
一
一
四
七
二
頁
に
は
、
｢
詔
皇
弟
諸
郡
王
国
公
出
就
外
学
、
各
賜
九
経
及
孟
子
・
荀
・
揚
各
一
部
。
令
国
子
監
印
給｣
と
あ
り
、
印
刷
し
て
供
給
す
る
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
闕
名 『
州
縣
提
綱』
四
巻
、｢
当
庁
給
鈔｣
(『
学
津
討
原』
、
台
北 
芸
文
印
書
館
、
一
九
六
五
、
六
〜
七
頁)
に
は
、
｢
受
苗
毎
名
数
足
、
随
即
印
鈔
、
面
還
人
戸
。
毋
致
出
倉
。
其
鈔
於
本
庁
印
給
、
亦
勿
令
吏
収
鈔
自
給
。
…｣
と
あ
る
。
こ
の
史
料
の
｢
印
給｣
は
納
税
の
証
明
書
(
鈔)
に
押
印
し
て
人
戸
に
手
渡
す
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。｢
印
給｣
と
い
う
熟
語
は
、
二
つ
の
意
味
を
有
す
る
よ
う
だ
。赦
書
を
巡
る
史
料
に
見
え
る
印
給
と
は
ど
ち
ら
の
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
郷
村
ま
で
含
め
た
｢
民
間｣
へ
の
｢
曉
示｣
(
通
知)
に
は
大
量
の
部
数
が
必
要
と
な
る
と
想
像
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
｢
印
給｣
と
は
、
印
刷
に
よ
っ
て
赦
書
を
複
製
し
情
報
提
供
す
る
一
連
の
作
業
を
指
す
と
私
は
考
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
李
元
弼 『
作
邑
自
箴』
巻
八
、｢
税
到
中
限
、
便
出
此 ｣
(『
四
部
叢
刊
続
編』
、
台
北 
商
務
印
書
館
、
一
九
六
六
年
、
四
二
頁)
の
原
注
に
は
、｢
小
作
印
板
、
印
給
耆
長
。
毎
村
三
両
道｣
と
あ
る
。
印
板
と
は
印
刷
す
る
と
き
の
版
木
で
あ
る
。
県
が
、 
文
を
郷
村
の
耆
長
に
配
布
す
る
際
に
、
印
刷
し
て
行
う
こ
と
を
、
『
作
邑
自
箴』
は
勧
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
な
行
政
文
書
で
あ
る
｢
赦
書｣
を
布
告
す
る
際
も
印
刷
し
た
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。
傍
証
と
し
て
い
く
つ
か
の
類
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
南
宋
期
に
な
る
と
、
地
方
官
衙
よ
り
、
民
間
へ
の
情
報
伝
達
に
、
印
刷
技
術
を
利
用
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
史
料
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
孝
宗
期
、
捨
て
ら
れ
た
子
供
を
養
う
こ
と
を
、
飢
饉
の
た
め
特
別
に
許
可
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
知
頴
昌
府
葉
夢
得
が
行
っ
た
事
務
手
続
き
の
方
法
を
含
め
て
、｢
下
州
県
鏤
版
諭
民
通
知｣
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
( )
。
こ
こ
で
は
、
州
県
が
｢
鏤
版｣
し
て
い
る
。
朱
熹
は
、
提
挙
両
浙
東
路
常
平
茶
塩
公
事
で
あ
っ
た
時
、
江
浙
地
方
の
飢
饉
対
策
と
し
て
、
種
籾
を
貸
し
出
し
救
済
し
よ
う
と
す
る
が
、
そ
の
こ
と
を
｢
鏤
版
曉
諭
人
戸
通
知｣
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
( )
。
方
臘
の
乱
が
鎮
圧
さ
れ
た
後
も
、
喫
菜
事
魔
の
信
者
は
無
く
な
ら
な
か
っ
た
。
南
宋
政
府
は
、
信
徒
を
告
発
さ
せ
よ
う
と
し
懸
賞
金
を
掛
け
た
。
そ
の
こ
と
を
庶
民
に
周
知
す
る
た
め
に
、
印
刷
し
た
榜
文
が
使
わ
れ
て
い
る
(『
宋
会
要』
刑
法
二
／
一
一
二
、
紹
興
一
二
年
七
月
一
三
日)
。
ま
た
、
刑
を
受
け
た
信
者
の
氏
名
・
刑
名
を
リ
ス
ト
に
し
て
印
刷
し
郷
村
に
榜
示
し
見
せ
し
め
に
す
る
よ
う
提
案
さ
れ
て
い
る
( )
。
以
上
の
よ
う
に
、
地
方
政
府
が
、
木
版
印
刷
技
術
を
使
用
し
、
行
政
情
報
を
広
報
・
伝
達
す
る
こ
と
は
、
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
項
冒
頭
の
『
条
法
事
類』
二
二
九
頁
は
、
黄
紙
を
用
い
て
印
刷
し
民
間
へ
の
伝
達
に
供
す
る
、
と
解
釈
さ
れ
る
。｢
翻
黄｣
と
い
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う
省
略
形
の
言
葉
は
、｢
黄
紙｣
に
よ
っ
て
複
写
す
る
こ
と
を
表
現
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
次
に
、
そ
れ
を
掲
示
す
る
場
所
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ｂ
、
張
掛
と
は
？
楊
時
(
一
〇
五
三
〜
一
一
三
五)
の
上
奏
文
に
は
、
…
崇
寧
よ
り
宣
和
ま
で
、
寛
恤
の
詔
、
歳
ご
と
に
一
た
び
こ
れ
を
挙
ぐ
。
こ
れ
を
通
衢
に
て
宣
す
も
、
而
し
て
人
聴
か
ず
。
こ
れ
を
牆
壁
に
掛
け
る
も
、
而
し
て
人
覩
ず
。
…
( )
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、｢
寛
恤
の
詔｣
が
｢
宣
読｣
さ
れ
た
後
、
｢
牆
壁｣
に
｢
掛｣
け
ら
れ
た
と
い
う
。
北
宋
成
立
の
『
作
邑
自
箴』
巻
一
｢
処
事｣
五
頁
に
は
、｢
通
知
条
法
、
大
字
楷
書
、 
要
閙
処
、
暁
告
民
庶
。
郷
村
粉
壁
、
如
法
謄
写｣
と
あ
る
。『
作
邑
自
箴』
は
、
知
県
に
な
っ
た
新
人
官
僚
向
け
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
り
、
最
前
線
の
親
民
官
が
対
象
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
｢
条
法｣
を
郷
村
に
伝
達
す
る
た
め
に
、｢
大
字｣
で
楷
書
し
、
榜
示
を
お
こ
な
い
、
粉
壁
に
も
謄
写
す
る
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
『
五
代
会
要』
に
見
ら
れ
る
五
代
後
唐
時
代
の
規
定
( )
そ
の
ま
ま
で
あ
り
、
文
字
通
り
｢
如
法
謄
写｣
な
の
で
あ
る
。
郷
村
の
｢
粉
壁
( )｣
と
称
さ
れ
て
い
る
掲
示
板
が
情
報
伝
達
の
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
朱
熹
は
、
郷
村
に
て
礼
知
識
を
普
及
す
る
た
め
｢
粉
壁｣
を
利
用
す
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
( )
。
赦
文
を
印
刷
し
た
黄
紙
が
掲
示
さ
れ
た
｢
牆
壁｣
と
は
｢
粉
壁｣
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
条
法
事
類』
巻
七
、
職
制
門
、
巡
尉
出
巡
、
九
二
頁
に
は
、
諸
そ
郷
村
巡
検
、
県
尉
、
毎
月
遍
く
巡
捕ママ
に
詣
る
。
要
会
の
処
に
於
い
て
、
粉
壁
を
置
く
。
州
は
印
暦
を
給
し
、
保
正
副
に
付
し
、
こ
れ
掌
せ
し
む
。
巡
尉
は
至
る
と
こ
ろ
紛
壁
に
就
き
、
取
暦
に
及
び
、
親
ら
彼
に
至
る
の
月
日
・
職
位
・
姓
名
・
書
字
を
書
く
。
な
お
本
身
暦
と
対
行
抄
転
す
。
主
管
官
は
逐
季
点
検
す
。
若
し
職
事
あ
ら
ば
、
合
に
県
に
赴
き
稟
議
す
。
程
限
を
除
き
両
日
に
し
て
回
任
す
( )
。
と
あ
る
。
粉
壁
は
、｢
要
会
所｣
に
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
。
前
掲
の
『
条
法
事
類』
巻
一
六
、
文
書
門
、
職
制
令
で
は
、｢
要
会
所｣
と
は
、
監
司
か
ら
印
給
さ
れ
た
赦
文
が
｢ ｣
さ
れ
る
場
所
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、｢
粉
壁｣
に
赦
文
が
掲
示
さ
れ
、
郷
村
へ
の
周
知
が
図
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。[
高
二
〇
〇
四]
に
よ
る
と
粉
壁
は
漢
代
か
ら
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
唐
大
詔
令
集』
巻
一
〇
、｢
咸
通
八
年
(
八
六
七)
痊
復
救
恤
百
姓
僧
尼
敕｣
(
台
北 
商
務
印
書
館
、
一
九
五
九
、
六
五
頁)
や
『
作
邑
自
箴』
巻
一
、｢
処
事｣
(
先
引)
な
ど
北
宋
ま
で
の
諸
史
料
で
は
、
粉
壁
に
赦
書
な
ど
を
｢
謄
写｣
す
る
規
定
と
な
っ
て
い
る
が
、
北
宋
末
か
ら
南
宋
に
か
け
て
、
紙
媒
体
を
｢
掛
壁｣
す
る
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
印
刷
技
術
が
官
文
書
伝
達
に
普
及
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
『
條
法
事
類』
に
よ
る
と
｢
粉
壁｣
は
各
郷
村
毎
に
あ
っ
た
。
上
級
官
庁
(
監
司
・
州)
が
、｢
粉
壁｣
に
掲
示
す
る
た
め
、
用
意
す
る
部
数
は
、
数
十
部
で
は
済
ま
な
い
。
数
千
部
と
も
な
る
と
、
印
刷
技
術
の
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導
入
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
周
知
が
可
能
と
い
え
る
( )
。
と
こ
ろ
で
、
掲
示
に
よ
っ
て
、
布
告
文
は
効
果
的
に
伝
達
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。｢
張
公
行
状｣
に
よ
る
と
、
初
め
秦
桧
久
し
く
政
柄
を
擅
に
し
、
厳
刑
峻
法
を
以
っ
て
天
下
の
口
を
鉗ふさ
ぐ
。
太
上
皇
帝
、
慨
然
と
し
て
総
覧
し
、
尽
く
苛
刻
の
政
を
去
る
。
こ
れ
よ
り
詔
令
の
下
る
に
、
民
力
を
寛
恤
せ
ざ
る
な
し
。
公
、
建
議
す
ら
く
は
、
頒
降
重
複
し
、
官
吏
は
奉
行
す
る
も
虔
つ
つ
し
ま
ざ
る
を
以
て
、
恐
く
は
、
民
庶
通
知
す
る
能
わ
ざ
ら
ん
。
乃
ち
有
司
を
し
て
看
詳
せ
し
め
、
利
民
に
お
い
て
切
な
る
も
の
を
取
ら
ば
、
八
十
余
事
を
得
ん
。
止
だ
大
意
及
び
旨
降
る
の
月
日
を
標
し
、
そ
の
間
の
繁
文
は
一
切
削
去
す
。
奏
し
て
乞
う
、
鏤
版
し
て
中
外
に
宣
布
し
、
仍
お
州
県
を
し
て
諸
粉
壁
に
掲
げ
し
め
よ
、
と
。
こ
こ
に
お
い
て
、
天
下
暁
然
と
し
て
皆
な
吾
君
の
徳
意
を
知
ら
ん
( )
。
と
あ
る
。
高
宗
政
権
は
、
秦
桧
死
後
、
峻
厳
な
政
治
を
あ
ら
た
め
て
、
寛
容
な
も
の
に
戻
そ
う
と
務
め
た
。
し
か
し
、
張
綱
の
見
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
命
令
が
重
複
し
て
出
さ
れ
て
お
り
、｢
民
庶
不
能
通
知｣
と
い
う
状
況
だ
っ
た
。
ま
た
、
前
後
で
矛
盾
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
要
点
を
八
〇
数
ヶ
条
に
ま
と
め
｢
鏤
版
宣
示｣
す
れ
ば
、(
皇
帝
の)
｢
徳｣
治
の
意
志
が
下
々
ま
で
達
す
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
。
庶
民
へ
の
周
知
の
た
め
、｢
印
刷｣
さ
れ
た
｢
八
十
余
事｣
の
布
告
を
州
県
に
お
い
て
｢
粉
壁｣
に
掲
示
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
資
料
は
、｢
粉
壁｣
へ
の
掲
示
に
よ
っ
て
、
高
宗
の
｢
徳
意｣
が
、
民
間
に
周
知
で
き
る
と
い
う
言
説
で
あ
る
。
当
時
の
識
字
率
に
つ
い
て
は
、[
包
偉
民
二
〇
〇
九]
が
検
討
し
て
お
り
、
木
版
印
刷
・
科
挙
・
商
業
の
発
展
な
ど
を
背
景
に
宋
朝
期
を
通
じ
て
上
昇
し
て
い
た
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
前
掲
の
楊
時 『
亀
山
集』
巻
一
、｢
上
淵
聖
皇
帝｣
の
一
節
に
は
、
…
崇
寧
よ
り
宣
和
ま
で
、
寛
恤
の
詔
、
歳
ご
と
に
一
た
び
こ
れ
を
挙
ぐ
。
こ
れ
を
通
衢
に
宣
す
も
、
而
し
て
人
聴
か
ず
。
こ
れ
を
牆
壁
に
掛
け
る
も
、
而
し
て
人
覩
ず
。
そ
の
文
具そな
わ
る
も
、
実
は
至
ら
ざ
る
を
以
っ
て
の
故
な
り
。
陛
下
、
神
器
を
嗣
守
す
。
尤
も
宜
く
始
め
を
慎
し
む
べ
し
。
詔
令
か
く
の
如
け
れ
ば
、
是
れ
亦
た
文
具
わ
る
の
み
。
後
ち
徳
意
あ
る
と
雖
も
、
人
誰
か
こ
れ
を
信
ぜ
ん
や
( )
。
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
欽
宗
皇
帝
に
対
す
る
上
奏
文
で
あ
る
。
ま
ず
、
｢
宣
読｣
が
、
州
の
通
衢
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
人
々
は
｢
宣
読｣
を
聞
か
ず
、
詔
勅
を
｢
牆
壁｣
に
掲
示
し
て
も
見
な
い
。
そ
の
た
め
、
命
令
は
死
文
と
な
っ
て
お
り
実
効
性
が
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
同
右
書
同
巻
の
｢
上
欽
宗
皇
帝
第
一
乞
勤
號
令｣
に
は
、崇
寧
以
来
、
令
の
朝
下
り
て
、
夕
に
改
む
る
も
の
あ
り
。
故
に
寛
恤
の
詔
、
年
に
一
た
び
之
を
挙
ぐ
る
も
、
徒
ら
に
墻
壁
に
掛
か
る
の
み
に
し
て
民
は
信
ぜ
ず
。
今
、
陛
下
即
位
の
初
、
一
言
こ
れ
出
づ
れ
ば
、
臣
下
、
令
を
う
け
、
四
海
観
聴
す
。
尤
も
謹
ま
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
宜
く
復
た
前
轍
を
踏
む
べ
か
ら
ず
( )
。
と
あ
る
。
楊
時
が
指
摘
す
る
徽
宗
時
代
の
政
治
文
化
の
問
題
点
は
朝
令
暮
改
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
人
々
の
政
治
に
対
す
る
信
用
を
失
わ
せ
て
い
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た
。
し
た
が
っ
て
、
詔
勅
が
伝
達
さ
れ
て
も
、
人
々
が
信
用
し
て
い
な
い
か
ら
｢
徒
掛
牆
壁｣
に
な
る
の
だ
と
い
う
。
と
す
る
と
、
楊
時
は
、
人
々
は
掲
示
さ
れ
た
文
章
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
前
提
で
こ
の
上
奏
文
を
書
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
や
は
り
、
印
刷
物
に
よ
っ
て
周
知
が
可
能
で
あ
る
と
発
信
者
の
側
は
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
南
宋
、
王
十
朋 『
梅
渓
王
先
生
文
集』
後
集
巻
二
五
｢
与
邵
提
刑｣
(『
四
部
叢
刊
初
編』)
に
は
、
伏
し
て
み
る
に
、
主
上
躬
断
し
て
以
来
、
寛
恤
の
詔
下
る
こ
と
虚
日
な
し
。
然
り
し
て
実
恵
未
だ
民
を
孚
は
ぐ
く
ま
ず
。
葢
し
、
守
令
の
奉
行
す
る
能
わ
ざ
る
の
弊
に
よ
ら
ん
。
昔
人
、｢
徒
掛
墻
壁｣
と
謂
う
。
今
則
ち
初
め
よ
り
未
だ
嘗
つ
て
掛
け
ず
。
凡
そ
詔
下
り
、
事
の
民
に
便
に
し
て
、
吏
に
不
便
な
る
者
に
遇
わ
ば
、
或
い
は
宣
畢おわ
り
て
遂
い
で
匿
す
。
或
い
は
畧
す
こ
し
掛
け
て
遽
に
わ
か
に
収
め
る
。
故
に
上
に
良
法
美
意
あ
り
と
雖
も
、
下
は
知
る
を
得
ざ
る
者
、
多
し
。
…
( )とある
。
こ
の
史
料
も
、
詔
書
の
｢
美
意｣
が
民
衆
に
よ
く
伝
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
揚
時
が
中
央
の
政
治
文
化
を
原
因
と
す
る
の
に
対
し
、
王
十
朋
は
、
末
端
の
｢
吏｣
の
不
正
に
よ
っ
て
、
知
州
・
知
県
が
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
原
因
と
し
て
い
る
。
本
来
、｢
宣
読｣
が
終
わ
っ
た
後
、
粉
壁
に
｢
掛｣
し
て
民
衆
に
周
知
す
る
。
古
く
は
、｢
徒
掛
墻
壁｣
と
謂
わ
れ
、
詔
勅
が
牆
壁
に
掲
示
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
実
行
さ
れ
な
い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
上
奏
は
、
詔
勅
を
掲
示
せ
ず
に
隠
匿
し
た
り
、
一
寸
の
間
掲
示
し
て
す
ぐ
に
片
付
け
て
し
ま
う
吏
人
の
行
動
を
非
難
す
る
。
こ
れ
で
は
、
政
府
の
善
政
が
あ
っ
て
も
、
下
々
に
周
知
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。
と
す
る
と
、
長
期
間
の
掲
示
が
あ
れ
ば
、
周
知
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
前
提
で
意
見
が
発
せ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、『
宋
会
要』
食
貨
三
五
／
一
に
は
、
大
観
二
年
正
月
一
日
の
赦
書 
有
司
、
曽
っ
て
輸
納
の
鈔
旁
を
以
っ
て
出
売
収
銭
し
、
以
っ
て
学
用
に
充
つ
。
マ
マ史(
吏) 
り
て
奸
を
為
し
、 
損
し
抑
配
す
。
今
学
用
既
に
足
る
も
、
事
は
苛
細
に 
る
。
寝
罷
を
行
う
べ
し
( )
。
と
あ
り
、『
宋
会
要』
食
貨
六
五
／
九
五
に
は
、
同
日
の
赦
書 
州
県
差
役
に
、
自
ら
条
法
指
揮
あ
り
。
往
往
に
し
て
、
当
職
官
吏
、
躬
親
み
ず
か
ら
簿
籍
の 
口
物
力
の
高
下
を
検
照
せ
ず
、
輪
差
の
均
か
ら
ざ
る
を
致
す
。
有
力
者
は 
を 
め
幸
免
し
、
下
 
は
復
た
致
る
こ
と
頻
り
た
り
。
并
び
に
互
に 斗
論
あ
り
。
更
に
究
実
せ
ず
。
枝
蔓
を
追
呼
し
て
、
淹
延
し
て
决
せ
ず
。
公
吏
恣
に
誅
求
を
行
い
、
誠
に
憐
憫
す
べ
し
。
仰
す
、
諸
路
州
県
は
、
今
後
須
ら
く
管
し
て
実
に
依
り
て
定
差
せ
よ
。
不
当
に
詞
訴
を
引
惹
せ
し
む
る
な
か
れ
。
仍
り
て
常
平
司
を
し
て
、
常
に
切
に
検
察
し
、
如
し
違 
の
去
処
あ
ら
ば
、
当
職
官
吏
を
も
っ
て
、
按
劾
し
以
聞
せ
し
め
よ
( )
。
と
あ
る
。
下
線
部
が
示
す
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
赦
書
は
、
吏
人
の
不
正
を
た
だ
し
民
戸
の
負
担
を
減
ら
す
も
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
民
戸
へ
の
周
知
が
徹
底
す
る
前
に
、
壁
か
ら
撤
去
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
の
あ
る
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内
容
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
赦
書
の
伝
達
に
、
最
新
の
技
術
が
使
わ
れ
周
到
な
文
書
伝
達
規
定
が
定
ま
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
最
後
に
は
、
官
僚
機
構
末
端
の
現
場
の
人
的
要
因
が
赦
書
に
示
さ
れ
た
皇
帝
政
府
の
｢
徳
意｣
の
周
知
を
左
右
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
南
郊
は
三
年
に
一
度
行
わ
れ
る
天
地
へ
の
祭
祀
で
あ
る
。
円
丘
で
の
祭
祀
が
終
わ
る
や
、
皇
帝
は
宮
城
に
も
ど
り
、
宣
徳
門
(
南
宋
で
は
麗
正
門)
の
門
楼
に
登
り
、
都
人
・
百
官
・
六
軍
ら
の
歓
呼
に
こ
た
え
、
大
赦
令
を
発
布
し
た
。｢
端
門
肆
赦｣
と
い
う
儀
礼
で
あ
る
。
門
前
の
広
場
に
は
、
門
楼
か
ら
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
、
綵
楼
が
建
て
ら
れ
、
門
楼
か
ら
紅
い
ロ
ー
プ
が
張
ら
れ
た
。
赦
書
を
つ
い
ば
ん
だ
金
色
の
鳳
が
伝
え
下
る
と
、
綵
楼
上
の
通
事
舎
人
が
宣
読
し
大
赦
が
発
さ
れ
た
。
そ
の
場
に
は
罪
人
が
並
べ
ら
れ
、
一
人
一
人
徳
恩
を
称
え
る
声
を
上
げ
な
が
ら
釈
放
さ
れ
る
( )
、
と
い
う
演
出
が
行
わ
れ
た
。
『
武
林
旧
事』
卷
一
に
は
、
端
門
肆
赦
の
後
、
次
々
に
各
州
に
出
発
す
る
馬
遞
の
様
子
を
見
つ
め
る
臨
安
都
人
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
( )
。
ま
ず
、
太
平
州
・
万
州
・
寿
春
府
へ
の
馬
遞
が
先
発
し
た
。｢
太
平
万
寿｣
の
語
に
あ
や
か
っ
た
の
で
あ
る
。
早
馬
に
騎
乗
す
る
馬
遞
の
兵
士
た
ち
の
腰
に
は
鈴
が
し
つ
ら
え
て
あ
り
、
鈴
声
が
街
路
に
響
き
渡
っ
た
。
都
人
た
ち
は
、
視
覚
に
加
え
聴
覚
に
よ
っ
て
も
宋
朝
領
域
の
広
が
り
を
感
じ
取
っ
た
の
で
あ
る
。
赦
書
が
州
に
到
着
す
る
と
、
そ
れ
を
、
知
州
が
｢
出
迎｣
し
、
人
々
の
前
で
｢
宣
読｣
す
る
。
写
し
が
作
ら
れ
各
県
・
鎮
・
砦
な
ど
に
送
ら
れ
、
知
県
も
｢
出
迎｣
し
、
や
は
り
人
々
の
前
で
｢
宣
読｣
し
て
い
た
。
｢
出
迎
・
宣
読｣
は
、
地
方
の
人
々
に
中
央
政
府
の
存
在
を
確
認
さ
せ
る
政
治
的
な
機
能
を
も
っ
た
一
種
の
儀
礼
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
赦
と
い
う
政
治
行
為
そ
の
も
の
が
、｢
皇
帝
の
恩
恵｣
を
、
民
衆
に
及
ぼ
す
行
為
で
あ
り
、
国
家
統
合
の
た
め
の
演
出
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
呉
自
牧 『
夢
梁
録』
卷
五
、
浙
江
人
民
出
版
社
、
一
九
八
〇
、
四
二
頁
に
は
、｢
赦
頒
郡
邑
急
翻
行
、
迎
拜
宣
傳
廣
聖
仁
、
四
海
一
家
沾
大
霈
、
盡
令
黎
庶
慶
維
新｣
と
い
う
絶
句
が
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
首
都
か
ら
発
せ
ら
れ
州
県
で
迎
拜
宣
読
さ
れ
る
赦
文
に
よ
り
、｢
四
海｣
(
天
下)
は
恩
恵
を
受
け
、｢
黎
庶｣
(
庶
民)
が
国
家
の
新
政
を
確
認
す
る
と
い
う
機
能
(
メ
デ
ィ
ア
性)
を
端
的
に
表
し
た
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。
さ
て
本
稿
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
宋
朝
に
お
け
る
印
刷
技
術
の
発
達
を
利
用
し
た
国
家
に
よ
る
情
報
伝
達
制
度
の
整
備
は
、
赦
文
が
流
通
す
る
境
域
と
い
う
も
の
を
、
情
報
が
均
一
な
空
間
と
し
て
と
し
て
固
定
し
た
。
各
民
族
独
自
の
文
字
作
成
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
東
ア
ジ
ア
世
界
で
は
、
政
治
的
な
境
域
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
社
会
的
空
間
が
並
立
し
た
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
ま
れ
、
宋
朝
の
そ
れ
は
｢
天
下｣
と
し
て
、
史
料
上
に
は
表
現
さ
れ
て
い
る
。
靖
康
の
変
前
後
の
史
料
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、｢
天
下｣
は
、
中
国
文
化
独
特
の
国
諱
を
避
け
る
意
識
を
も
つ
社
会
的
空
間
と
し
て
も
性
格
づ
け
ら
れ
る
。
こ
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の
｢
天
下｣
と
い
う
空
間
が
、
文
字
や
民
族
の
多
様
性
を
統
一
し
た
元
や
清
な
ど
で
は
ど
う
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
、
赦
文
に
関
係
し
て
考
察
の
糸
口
が
見
い
だ
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら
本
稿
で
は
そ
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
る
余
裕
は
な
い
。
最
後
に
、
元
代
と
の
伝
達
方
法
の
違
い
に
つ
い
て
指
摘
し
て
擱
筆
し
た
い
。
元
朝
時
代
の
命
令
文
書
伝
達
に
お
け
る
｢
迎
拜
・
開
読｣
を
扱
っ
た
の
が
舩
田
氏
の
論
考
([
舩
田
二
〇
〇
五])
で
あ
る
。
論
文
の
題
名
で
は
｢
命
令
文
書｣
と
あ
る
が
、
使
用
し
て
い
る
史
料
は
赦
文
伝
達
の
も
の
が
中
心
で
あ
り
、
比
較
検
討
が
可
能
で
あ
る
。
舩
田
論
文
の
論
点
を
私
な
り
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
①
元
朝
時
代
に
於
い
て
は
、
王
言
(
聖
旨)
は
、
使
臣
に
よ
っ
て
州
に
届
け
ら
れ
た
。
②
州
の
政
府
関
係
者
は
、
城
門
外
に
て
、
そ
れ
を
迎
え
(
迎
拜)
、
開
封
宣
読
(
開
読)
し
た
。
③
到
着
の
知
ら
せ
は
、
文
書
に
よ
っ
て
一
日
前
に
伝
達
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
④
こ
の
制
度
は
、
金
の
制
度
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
⑤
こ
の
儀
礼
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
地
方
の
民
衆
は
、
自
ら
が
ハ
ー
ン
の
臣
民
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
⑥
不
要
と
な
っ
た
従
前
の
命
令
文
書
は
、
中
央
に
回
収
さ
れ
大
都
で
保
管
さ
れ
た
。
本
稿
が
解
明
し
て
き
た
宋
朝
赦
文
の
｢
出
迎｣
｢
宣
読｣
と
重
な
る
部
分
も
多
く
参
考
に
な
っ
た
。
異
な
る
部
分
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
明
か
な
違
い
は
、
①
伝
達
方
法
で
あ
る
。
宋
朝
の
場
合
は
馬
遞
に
よ
る
伝
達
で
あ
っ
た
。
逓
送
に
当
た
っ
た
の
は
舗
兵
で
あ
る
( )
。
元
の
場
合
は
、
使
臣
が
使
わ
さ
れ
長
吏
に
手
渡
さ
れ
、
属
吏
が
開
読
し
た
( )
。
②
宋
朝
の
赦
文
の
｢
出
迎｣
｢
宣
読｣
の
場
合
は
、
政
府
関
係
者
に
止
ま
ら
ず
、
民
衆
・
僧
道
・
軍
隊
も
参
加
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
舩
田
論
文
は
、
｢
開
読｣
と
民
衆
と
の
関
係
に
つ
い
て
⑤
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
史
料
は
提
示
し
て
は
い
な
い
。
こ
の
儀
礼
が
州
城
門
外
と
い
う
｢
民
の
日
常
空
間｣
で
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
の
推
定
で
あ
る
。
一
方
、
本
稿
は
、
宋
朝
の
赦
文
｢
宣
読｣
は
、｢
国
民
意
識｣
に
類
似
す
る
よ
う
な
中
央
政
府
と
の
連
帯
を
確
認
す
る
た
め
の
演
出
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
取
り
上
げ
た
両
宋
交
代
期
の
若
干
の
史
料
に
み
え
る
言
説
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
し
た
。
な
お
、[
中
村
二
〇
〇
三]
二
一
五
〜
六
頁
に
よ
る
と
、
唐
代
で
は
、
駅
伝
に
よ
る
伝
達
で
は
な
く
、
宦
官
が
｢
長
行
専
使｣
と
し
て
赦
書
の
伝
達
に
従
事
し
て
い
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
元
朝
命
令
文
と
同
様
、
特
別
の
使
者
が
地
方
に
伝
達
し
た
の
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
唐
制
・
金
制
・
元
制
と
い
う
連
続
性
が
注
目
さ
れ
る
。
一
方
で
宋
制
は
、
唐
制
を
印
刷
技
術
な
ど
を
利
用
し
て
変
化
さ
せ
た
も
の
だ
っ
た
。
刑
部
で
印
刷
さ
れ
た
赦
書
を
、
都
進
奏
院
よ
り
駅
伝
(
馬
遞)
に
よ
っ
て
、
各
州
に
伝
達
す
る
制
度
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
唐
宋
間
の
変
革
は
、
宋
朝
の
支
配
体
制
が
よ
り
集
権
的
で
進
歩
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
我
々
に
与
え
る
。
た
だ
し
、
本
論
の
考
察
を
通
じ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
以
下
の
よ
う
な
実
態
も
注
目
さ
れ
る
。
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赦
書
と
く
に
大
赦
は
、
宋
朝
支
配
下
の
人
間
大
多
数
に
関
係
す
る
情
報
伝
達
で
あ
る
。
大
赦
は
、
数
年
に
一
度
は
出
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
政
府
に
と
っ
て
も
っ
と
も
大
規
模
で
重
要
な
情
報
伝
達
行
為
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
赦
書
の
内
容
が
し
っ
か
り
伝
達
さ
れ
実
施
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
、
国
家
の
権
威
と
権
力
を
計
測
す
る
バ
ロ
メ
ー
タ
と
も
言
え
る
よ
う
だ
。
た
と
え
ば
、
徽
宗
期
に
は
、
朝
令
暮
改
が
重
な
っ
た
た
め
、
都
市
で
｢
宣
読｣
さ
れ
、
郷
村
で
｢
粉
壁｣
に
掲
示
さ
れ
た
政
府
の
意
志
は
、
信
用
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
、
楊
時
が
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
粉
壁
に
掲
示
さ
れ
た
詔
書
の
内
容
が
き
ち
ん
と
守
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
｢
徒
掛
墻
壁｣
と
い
う
決
ま
り
文
句
が
あ
っ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
地
方
政
治
を
壟
断
す
る
公
吏
に
よ
り
、
粉
壁
に
赦
書
が
掲
示
さ
れ
て
も
す
ぐ
に
取
り
外
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
央
政
府
の
意
志
は
、
確
実
に
実
施
で
き
な
か
っ
た
実
態
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
情
報
伝
達
制
度
の
精
密
化
は
、
民
衆
に
政
治
の
空
転
を
も
伝
達
す
る
こ
と
に
繋
が
る
。
こ
れ
に
よ
り
中
央
政
府
の
権
威
や
権
力
は
弱
体
化
し
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
、
情
報
伝
達
の
精
密
化
が
、
集
権
化
の
強
化
に
直
結
す
る
と
い
う
命
題
に
対
し
て
は
、
否
定
も
肯
定
も
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
諸
刃
の
剣
と
い
っ
た
表
現
が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
う
。
    井上
進
二
〇
〇
二
『
中
国
出
版
文
化
史』
名
古
屋
大
学
出
版
会
梅
原
郁
一
九
八
六
｢
皇
帝
・
祭
祀
・
国
都｣
(
中
村
賢
二
郎
編
『
歴
史
の
な
か
の
都
市』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房)
梅
原
郁
二
〇
〇
六
『
宋
代
司
法
制
度
研
究』
創
文
社
久
保
田
和
男
二
〇
〇
七
｢
宋
代
の
畋
猟
を
め
ぐ
っ
て｣
(『
古
代
東
ア
ジ
ア
の
社
会
と
文
化』
汲
古
書
院)
二
〇
〇
九
｢
宋
朝
に
お
け
る
中
央
情
報
の
地
方
伝
達
に
つ
い
て｣
(『
宋
代
中
国
の
相
対
化』
汲
古
書
院)
小
島
毅
一
九
九
八
｢
思
想
伝
達
媒
体
と
し
て
の
書
物｣
(『
宋
代
社
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク』
汲
古
書
院)
清
水
茂
一
九
九
七
｢
印
刷
術
の
普
及
と
宋
代
の
学
問｣
(『
東
方
学
会
創
立
五
〇
周
年
記
念
東
方
学
論
集』
東
方
学
会)
中
村
裕
一
二
〇
〇
三
『
隋
唐
王
言
の
研
究』
汲
古
書
院
舩
田
善
之
二
〇
〇
五
｢
元
代
の
命
令
文
書
の
開
読
に
つ
い
て｣
(『
東
洋
史
研
究』
六
三‒
四)
二
〇
〇
六
｢
元
代
の
命
令
文
書
の
開
読
使
臣
に
つ
い
て｣
(『
東
方
学』
一
一
一)
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宮
紀
子
二
〇
〇
六
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
出
版
文
化』
名
古
屋
大
学
出
版
会
山
崎
覚
士
二
〇
一
〇
『
中
国
五
代
国
家
論』
思
文
閣
出
版
包
偉
民
二
〇
〇
九
｢
中
国
九
到
一
三
世
紀
社
会
識
字
率
提
高
的
幾
個
問
題｣
(『
伝
統
国
家
与
社
会
九
六
〇
―
一
二
七
九
年』
商
務
印
書
館)
曹
家
斉
二
〇
〇
二
『
宋
代
交
通
管
理
制
度
研
究』
河
南
大
学
出
版
社
范
立
舟
・
蒋
啓
俊
二
〇
〇
五
｢
両
宋
赦
免
制
度
新
探｣
(『 
南
学
報
人
文
科
学
与
社
会
科
学
版』
二
〇
〇
五
年
第
一
期)
高
柯
立
二
〇
〇
四
｢
宋
代
粉
壁
考
述
―
以
官
府
詔
令
的
伝
布
為
中
心｣
(『
文
史』
二
〇
〇
四
年
第
一
期)
郭
東
旭
二
〇
〇
一
『
宋
朝
法
律
史
論』
河
北
大
学
出
版
社
沈
家
本
一
九
八
五
『
歴
代
刑
法
考 二』
中
華
書
局
宿
白一
九
九
九
『
唐
宋
時
期
的
雕
版
印
刷』
文
物
出
版
社
李
昌
憲
二
〇
〇
七
『
中
国
行
政
区
画
通
史
宋
西
夏
巻』
復
旦
大
学
出
版
社
             二〇〇七(高
津
孝
訳)
｢
帝
政
中
国
の
情
報
秩
序
に
お
け
る
未
開
拓
の
側
面
―
政
府
文
書
の
普
及
と
商
業
出
版
―｣
(
大
阪
市
立
大
学
東
洋
史
論
叢
別
冊
特
集
号
｢
文
献
史
料
学
の
新
た
な
可
能
性
③｣)
 
(
１)
宋
代
史
研
究
会
編
『
宋
代
社
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク』
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
。
(
２)
印
刷
技
術
の
発
生
に
つ
い
て
は
[
宿
白
一
九
九
九]
を
参
照
。
(
３)
朱
子
学
の
普
及
と
印
刷
技
術
の
発
展
の
関
係
に
つ
い
て
は
、[
清
水
一
九
九
七]
[
小
島
一
九
九
八]
を
参
照
。
(
４)
た
と
え
ば
、
范
鎮
は
｢
上
仁
宗
論
不
可
数
赦｣
(
趙
如
愚 『
宋
朝 
臣
奏
議』
巻
一
〇
〇
、
上
海 
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
一
〇
七
四
頁)
で
、｢
臣
聞
古
人
有
言
曰
、
一 
再
赦
、
好
人 音 
。
此
言
赦
之
恵
奸
、
而
無
益
于
治
道
、
不
可
数
者
也
。
属
者
京
師
及
畿
輔 
一
赦
、
而
去 
再
赦
、
今
 
三
赦
、
京
師
兵
士
又
再
得
賜
銭
。
姑
息
之
政
、
無
此
甚
者
。
…｣
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
歳
(
至
和
二
年)
は
、
三
回
の
赦
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
(
５)
｢
天
下｣
を
め
ぐ
る
議
論
は
、[
山
崎
二
〇
一
〇]
一
六
頁
以
下
に
丁
寧
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
(
６)
詔
、
自
今
赦
書
、
令
刑
部 
印
頒
行
。
時
判
部
燕
粛
言
、
旧
制
集
書
吏
分
録
、
字
多
舛
誤
。
四
方
覆
奏
、
或
致
稽
違
。
因
請
鏤
版
宣
布
。
或
曰
版
本
一
誤
則
誤
益
甚
矣
。
王
曽
曰
、
勿
使
一
字
有
誤
可
也
。
遂
著
于
法
。
(
原
注)
王
子
融
云
、
寇 
公
嘗
議
、
模
印
赦
書
、
以
頒
四
方
。
衆
不
可
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而
止
。
其
後
四
方
覆
奏
赦
書
字
誤
。
王
沂
公
始
用
寇
議
、
令
刑
部
鎖
宿
雕
字
人
、
模
印
宣
布
。
因
之
。
日
官
亦
乞
模
印
歴
日
。
旧
制
、
歳
募
書
写
費
三
百
千
。
今
、
模
印
止
三
十
千
。
或
曰
一
本
誤
、
則
千
百
本
誤
矣
。
沂
公
曰
、
不
令
一
字
有
誤
可
也
。
自
爾
遂
著
於
令
。
子
融
称
議
初
出
於
 
公
。
不
知
何
拠
。
今
但
取
正
史
実
録
稍
増
益
之
。
(
７)
[
井
上
二
〇
〇
二]
(
８)
(
駅
令) 
赦
降
入
馬
遞
、
日
行
五
伯ママ
里
。
(
９)
臣
某
言
、
今
月
日
、
馬
遞
到
勅
書
一
道
、
以
南
郊
礼
畢
、
大
赦
天
下
。
臣
当
時
、
集
本
州
官
吏
軍
民
宣
読
。
并
下
管
内 
県
寨
、
施
行
訖
者
。
…
(『
景
文
集』
巻
三
六
、｢
賀
南
郊
礼
畢
表｣
『
叢
書
集
成
初
編』
、
上
海 
商
務
印
書
館
、
一
九
三
六
、
四
五
八
頁
。)
( )
[
李
二
〇
〇
七]
二
二
三
頁
( ) 
被
受
赦
降
、
応
謄
報
而
不
謄
報
者
、
徒
弐
年
。
即
不
応
謄
報
而
謄
報
、
若
脱
誤
有
害
者
、
各
減
参
等
。(『
条
法
事
類』
巻
一
六
文
書
門
、
赦
降
、
二
二
九
頁)
( )
当
職
昨
日
出
迎
詔
書
、
見
文
昌
橋
上
帖 
源 
注
疏
印
榜
。
此
必
有
師
巫
 
祝
之
徒
来
此
、  
脅
吾
民
。
…
( )
清 
謝
旻
等
修
『
江
西
通
志』
巻
三
四
、
東
洋
文
庫
蔵
雍
正
十
年
刊
本
。
( )
八
月
二
日
。
劉
法
、
罷
熙
河
蘭
湟
路
経
略
安
撫
使
。
転
運
使
許
天
啓
、
降
両
官
差
遣
依
旧
。
通
判
劉
師
民
降
両
官
衝
替
。
以
頒
大
楽
、
至
熙
州
。
法
不
出
迎
。
継
而
安
頓
州
学
。
法
・
天
啓
・
師
民
始
同
来
州
学
看
、
故
并
坐
之
。
(『
宋
会
要』
職
官
六
八
／
一
九)
( )
時
又
有
徐
端
益
。
字
彦
思
、 
州
人
也
。
為
宿
州
虹
県
武
尉
。(
張)
邦
昌
赦
書
至
邑
。
邑
令
以
下
迎
拝
・
宣
読
、
如
常
儀
。
端
益
不
屈
膝
而
走
。(
王
明
清 『
揮
麈
録
三
録』
巻
二
(
上
海 『
宋
元
筆
記
小
説
大
観』
第
四
冊
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、
三
七
八
〇
頁)
( ) 
赦
降
、
計
程
過
参
日
、
未
到
者
、
牒
比
州
、
即
時
謄
写
委
官
校
勘
畢
、
報
州
。
得
報
准
赦
降
行
。
( )
[
舩
田
二
〇
〇
五]
に
よ
る
と
、
元
代
の
王
言
伝
達
に
お
い
て
は
、
州
へ
の
到
着
前
に
必
ず
文
書
に
よ
っ
て
予
告
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
宋
代
で
も
お
そ
ら
く
そ
の
よ
う
な
制
度
が
有
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
の
所
、
史
料
に
よ
っ
て
確
認
で
き
て
い
な
い
。
な
お
、
州
か
ら
県
へ
の
連
絡
は
、『
条
法
事
類』
(
巻
一
六
、
文
書
門
、
赦
降
、
二
二
九
頁)
に
、｢
諸
州
被
受
赦
降
、
先
報
属
県
鎮
、
停
決
。(
遞
限
依
赦
降
法
。)｣
と
い
う
、
規
定
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
州
は
、
赦
書
を
受
け
取
っ
た
ら
、
県
・
鎮
に
赦
書
の
受
領
を
先
に
伝
達
し
、｢
决｣
(
刑
罰
の
執
行)
を
停
止
さ
せ
る
と
い
う
規
定
に
な
っ
て
い
た
。
( )
凡
州
郡
赦
書
初
到
之
日
、
集
官
吏
軍
民
、
而
宣
読
焉
。
聖
恩
深
厚
、
孰
不
咨
嗟
。
四
夷
伝
聞
、
当
亦
感
泣
。
( )
王
禹  『
小
畜
集』
巻
二
二
｢
賀
南
郊
大
赦
表｣
(『
四
部
叢
刊
初
編』)
( )
諸
州
府
置
知
州
事
一
人
。
州
軍
監
亦
如
之
。
掌
総
領
郡
務
宣
布
詔
条
、
以
教
化
導
民
善
而
以
刑
罰
糾
其
奸
慝
。
…
凡
法
令
条
制
、
先
詳
意
義
注
於
籍
而
行
下
所
属
。
有
赦
宥
、
則
率
官
吏
宣
読
、
而
班
告
於
治
境
、
挙
行
祀
典
。
(『
宋
会
要』
職
官
四
七
／
一
二
に
引
用
。)
( )
某
伏
見
、
聖
主
初
臨
宝
位
、
思
布
恵
沢
於
天
下
。
故
赦
文
内
、
将
応
干
積
欠
、
並
行 
放
、
以
至
去
年
秋
苗
、
亦
行
放
免
。
宣
赦
之
日
、
百
姓
聞
之
、
皆
稽
首
感 
。 
頌
之
聲
、
如
出
一
口
。
尋
已
翻
黄
張
掛
、
及
行
下
郷
村
、
曉
示
人 
。
…
( )
黎
靖
徳 『
朱
子
語
類』
巻
一
〇
八
、
北
京 
中
華
書
局
、
一
九
八
六
、
二
六
八
三
頁
に
は
、｢
又
如
孝
弟
忠
信
、
人
倫
日
用
間
事
、
播
為
楽
章
、
使
人
歌
之
、
倣
『
周
礼』
読
法
、
遍
示
◆
村
裏
落
、
亦
可
代
今
粉
壁
所
書
条
禁｣
と
あ
り
、
儒
教
的
人
倫
の
徳
目
を
人
々
に
詠
わ
せ
村
々
に
普
及
す
れ
ば
、
粉
壁
に
大
書
さ
れ
て
い
る
｢
条
禁｣
に
取
っ
て
代
わ
り
郷
村
秩
序
を
安
定
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
理
想
論
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
南
宋
期
の
地
方
郷
村
庶
民
が
、
文
語
文
を
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
、
礼
制
普
及
の
提
案
で
あ
る
。
す
く
な
く
と
も
朱
熹
自
身
は
、
そ
の
よ
う
に
認
識
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し
て
い
た
の
で
あ
る
。
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
の
宣
読
の
有
効
性
に
つ
い
て
考
え
る
際
に
、
参
考
と
な
る
史
料
で
あ
る
。
( )
金
人
陥
河
中
府
、
知
軍
府
事 
仲
連
被
殺
。
十
七
日
丙
午
、
天
章
閣
待
制
知
同
州
唐
重
上
書
。
臣
於
今
月
十
七
日
、
恭
捧
初
一
日
皇
帝
登
宝
位
赦
書
、
望
闕
宣
読
、
人
人
感
慨
流
涕
。
当
国
歩
多
艱
之
際
、
忽
聞
詔
音
。
以
定
神
器
、
宗 
社
稷
不
欠
祭
祀
、
四
海
生
霊
不
忘
旧
戴
、
誠
千
万
世
之
幸
、
累
日
祗
誦
細
繹
詞
旨
。
…
( )
命
進
奏
院
邸
吏
、
分
兩 
(
番)
、
赴
行
在
。
増
給
食
錢
。
朝
廷
差
除
、
鏤
板
、
傳
報
外
路
。
増
置
馬
遞
舖
、
添
給
錢
糧
。
命
令
始
通
州
郡
。
命
綱
運
入
京
者
、
還
載
諸
部
公
案
圖
籍
、
赴
行
在
官
府
、
始
有
稽
考
。
蓋
行
在
草
創
、
凡
百
皆
逐
一
施
行
、
措
置
悉
類
此
也
。(『
梁
谿
先
生
文
集』
卷
一
七
五
、
建
炎
進
退
志
總
叙
上
之
下
、
東
洋
文
庫
蔵
清
刊
本
。
こ
の
史
料
に
よ
っ
て
、
邸
報
が
印
刷
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
再
確
認
さ
れ
る
。)
( )
『
梁
谿
先
生
文
集』
巻
一
七
四
、
建
炎
進
退
志
總
叙
上
之
上
。
( )
『
三
朝
北
盟
會
編』
九
八
、
七
二
四
頁
に
は
｢(
靖
康
二
年
[
一
一
二
七]
六
月
二
日)
是
時
康
王
登
寳
位
赦
文
、
傳
至
燕
山
。
二
太
子
(
完
顏
宗
望
斡
離
不)
、
得
之
、
封
呈
道
君
。
道
君
、
即
召
貴
妃
相
賀
、
喜
動
龍
顔｣
と
あ
る
。
( )
『
三
朝
北
盟
會
編』
卷
九
八
、
七
二
五
頁
に
は
｢
戊
申
(
一
一
二
八
年)
三
月
間
、
一
南
人
賃
驢
向
瓦
橋
、
買
米
得
故
紙
、
内
有
本
朝
足
本
赦
書
。
司
馬
朴
、
營
求
得
之
。
為
燕
京
醫
藥 
法
告
於
燕
山 
守
。
收
捉
司
馬
朴
、
枷
項
禁
勘
、
獄
成
。
申
元
帥
府
、
已
而
貸
死
、
杖
七
十
。
依
舊
養
濟｣
と
あ
る
。
( )
秦
鳳
等
路
提
点
刑
獄
公
事
宋
万
年
遺
川
陜
宣
撫
副
使
胡
世
将
書
言
、
昨
頒
降
新
復
河
南
詔
書
、
張
中
孚
等
、
初
不
曽
拝
。
却
将
金
国
詔
書
宣
読
。
百
姓
見
詔
書
上
有
本
朝 
諱
御
名
、
皆
不
忍
聞
。
( ) 
被
受
赦
降
、
応
謄
報
者
、
謄
訖
、
当
職
官
校
読
。
仍
具
頒
降
被
受
月
日
、
行
下
。
民
間
通
知
者
、
所
属
監
司
印
給
、 
要
会
処
、
仍
毎
季
検
挙
。
其
赦
書
・
徳
音
、
州
以
黄
紙
、
印
給
県
鎮
寨
郷
村
曉
示
。
非
外
界
所
宜
聞
、
而
在
縁
辺
者
、
並
密
行
下
。
( )
馬
端
臨 『
文
献
通
考』
巻
一
一
、｢
歴
代
戸
口
丁
中
賦
役｣
孝
宗
乾
道
二
年
の
項
、
淳
煕
八
年
臣
僚
言
(
京
都 
中
文
出
版
社
、
一
九
七
八
、
一
一
六
頁)
。
( )
朱
熹 『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集』
巻
二
一
、｢
乞
給
借
稲
種
状｣
(『
四
部
叢
刊
初
編』)
。
な
お
、
朱
熹
は
、
積
極
的
に
印
刷
技
術
を
利
用
し
て
、
自
ら
の
思
想
を
普
及
し
て
い
た
と
い
う
([
清
水
茂
一
九
九
七]
[
小
島
毅
一
九
九
八])
。
行
政
官
と
し
て
も
印
刷
し
て
命
令
伝
達
を
行
う
提
案
が
多
い
。
( )
張
守 『
毘
陵
集』
巻
三
、｢
措
置
魔
賊
箚
子｣
(『
叢
書
集
成
初
編』
、
三
三
頁)
( )
…
自
崇
寧
迄
于
宣
和
、
寛
恤
之
詔
、
歳
一
挙
之
。
宣
之
通
衢
、
而
人
不
聴
。
掛
之
牆
壁
而
人
不
覩
。
…
(『
亀
山
集』
巻
一
、｢
上
淵
聖
皇
帝｣
、『
楊
亀
山
先
生
全
集』
、
台
北 
台
湾
学
生
書
局
、
一
九
七
四)
( )
王
溥 『
五
代
会
要』
巻
二
四
｢ 
使
雑
録｣
(
上
海 
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
七
八
、
三
九
一
頁)
に
は
、｢(
長
興)
二
年
五
月
勅
…
兼
勅
到
後
、
但
是
州
府
、
並
于
舗
駅
、
及
顕
要
処
粉
壁
、
具
録
勅
命
暁
諭
。
常
令
申
挙
、
永
使
聞
知
。
…｣
と
あ
る
。
( )
粉
壁
に
つ
い
て
は
、[
高
二
〇
〇
四]
を
参
照
。
( )
『
朱
子
語
類』
巻
八
四
、
二
一
七
七
頁
に
は
｢
…
今
若
将
孝
弟
忠
信
等
事 
一
文
字
、
或
半 
或
三
月
一
次
、
或
於
城
市
或
於
◆
村
、
聚
民
而
読
之
、
就
為
解
説
、
令
其
通
暁
。
及
所
在
立
粉
壁
書
写
、
亦
須
有
益｣
と
あ
る
。
( )
諸
郷
村
巡
検
、
県
尉
、
毎
月
遍
詣
巡
捕
(
原
注
略)
。
於
要
会
処
、
置
粉
壁
。
州
給
印
暦
、
付
保
正
副
、
掌
之
。
巡
尉
所
至
就
粉
壁
、
及
取
暦
、
親
書
到
彼
月
日
職
位
姓
名
書
字
。
仍
与
本
身
暦
対
行
抄
転
。(
原
注
略)
主
管
官
逐
季
点
検
。
若
有
職
事
、
合
赴
県
稟
議
、
除
程
限
両
日
回
任
。
( )
[
宮
二
〇
〇
六]
一
五
頁
に
よ
る
と
、
一
枚
の
版
木
よ
り
の
木
版
印
刷
の
部
数
は
、
摩
耗
が
激
し
い
た
め
三
千
部
に
止
ま
っ
た
と
い
う
。
( )
初
秦
桧
久
擅
政
柄
、
以
厳
刑
峻
法
鉗
天
下
之
口
。
太
上
皇
帝
慨
然
総
攬
、
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尽
去
苛
刻
之
政
。
自
爾
詔
令
之
下
、
無
非
寛
恤
民
力
。
公
建
議
以
頒
降
重
複
、
官
吏
奉
行
不
虔
、
恐
民
庶
不
能
通
知
。
乃
令
有
司
看
詳
、
取
其
切
於
利
民
者
、
得
八
十
余
事
。
止
標
大
意
及
降
旨
月
日
、
其
間
繁
文
一
切
削
去
。
奏
乞
鏤
版
宣
布
中
外
、
仍
令
州
県
掲
諸
粉
壁
。
於
是
、
天
下
暁
然
皆
知
吾
君
之
徳
意
矣
。
(
張
綱 『
華
陽
集』
巻
四
〇
、
洪  ｢
張
公
行
状｣
、『
四
部
叢
刊
三
編』)
( )
…
自
崇
寧
迄
于
宣
和
、
寛
恤
之
詔
、
歳
一
挙
之
。
宣
之
通
衢
、
而
人
不
聴
。
掛
之
牆
壁
而
人
不
覩
。
以
其
文
具
、
而
実
不
至
故
也
。
陛
下
嗣
守
神
器
。
尤
宜
慎
始
。
詔
令
如
此
。
是
亦
文
具
而
已
。
後
雖
有
徳
意
、
人
誰
信
之
。
( )
崇
寧
以
来
、
令
有
朝
下
而
夕
改
者
。
故
寛
恤
之
詔
、
年
一
挙
之
、
徒
掛
墻
壁
而
已
。
而
民
不
信
。
今
陛
下
即
位
之
初
、
一
言
之
出
、
臣
下
禀
令
、
四
海
観
聴
、
尤
不
可
不
謹
。
不
宜
復
蹈
前
轍
也
。
( )
伏
覩
、
主
上
躬
断
以
来
、
寛
恤
之
詔
下
、
無
虚
日
。
然
而
実
恵
未
孚
于
民
者
。
葢
由
守
令
不
能
奉
行
之
弊
。
昔
人
謂
徒
掛
墻
壁
。
今
則
初
未
嘗
掛
。
凡
遇
詔
下
、
事
有
便
於
民
、
而
不
便
於
吏
者
、
或
宣
畢
、
而
遂
匿
、
或
畧
掛
、
而
遽
収
。
故
上
雖
有
良
法
美
意
。
下
不
得
而
知
者
多
矣
。
…
( )
大
観
二
年
正
月
一
日
。
赦
書 
有
司
、
曽
以
輸
納
鈔
旁
出
売
収
銭
、
以
充
学
用
。
史ママ
(
吏) 
為
奸
、 
損
抑
配
。
今
学
用
既
足
、
事 
苛
細
。
可
行
寝
罷
。
( )
同
日
赦
書 
州
県
差
役
、
自
有
条
法
指
揮
。
往
往
、
当
職
官
吏
、
不
躬
親
検
照
簿
籍 
口
物
力
高
下
、
致
輪
差
不
均
。
有
力
者  
幸
免
、
下 
復
致
頻
。
并
互
有 斗
論
。
更
不
究
実
。
枝
蔓
追
呼
。
淹
延
不
决
。
公
吏
恣
行
誅
求
、
誠
可
憐
憫
。
仰
諸
路
州
県
、
今
後
須
管
依
実
定
差
。
毋
令
不
当
引
惹
詞
訴
。
仍
令
常
平
司
、
常
切
検
察
、
如
有
違 
去
処
、
将
当
職
官
吏
、
按
劾
以
聞
。
( )
孟
元
老 『
東
京
夢
華
録』
卷
一
〇
、
下
赦
、
三
七
三
〜
四
頁
。[
梅
原
一
九
八
六]
を
参
照
。
( )
周
密 『
武
林
旧
事』
卷
一
、
登
門
肆
赦
、
杭
州 
浙
江
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
、
一
一
頁
。
( )
以
下
の
史
料
は
特
に
赦
書
で
は
な
い
が
、
遞
鋪
兵
が
、
政
府
の
命
令
文
を
対
象
者
に
届
け
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
で
参
考
と
し
て
引
用
す
る
。
成
尋 『
參
天
台
五
臺
山
記』
第
二
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
九
、
一
七
三
頁
｢
日
本
國
成
尋
等
八
人
、
右
成
尋
今
月
二
十
九
日
遞
鋪
兵
士
葉
太 
到
來
牒
一
通
、
凖
(
樞)
密
院
節
文
及
凖
上
命
指
揮
、
優
與
盤
纏
錢
、
牒
付
成
尋
八
人
前
去
請
取
。
已
於
兵
士
葉
太
邊
責
領
隨
身
牒
已
乞
、
謹 ｣
( )
使
臣
の
問
題
を
扱
っ
た
専
論
が
、[
舩
田
二
〇
〇
六]
で
あ
る
。
(
長
野
工
業
高
等
専
門
学
校
一
般
科
教
授)
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